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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デコーダがビデオ情報を含むマルチレイヤビットストリームを復号することが可能かど
うかを決定する方法であって、前記デコーダが複数のシングルレイヤデコーダコアに基づ
いて実装され、
　レイヤの少なくとも1つのセットへの前記マルチレイヤビットストリームのレイヤの少
なくとも1つの割振りを特定するステップと、
　レイヤの各セットが前記マルチレイヤビットストリームの前記復号のために前記シング
ルレイヤデコーダコアの1つに排他的に割り当てられることが可能かどうかを検出するス
テップと、
　レイヤの各セットが前記シングルレイヤデコーダコアの1つに排他的に割り当てられる
ことが可能かどうかを検出することに少なくとも一部基づいて、前記デコーダが前記マル
チレイヤビットストリームを復号することが可能かどうかを決定するステップと、
　を備え、
　前記デコーダの最大ルーマピクチャサイズを決定するステップと、
　前記デコーダのレベル定義と関連付けられる規模を指定するステップと
　をさらに備え、
　前記デコーダが前記マルチレイヤビットストリームを復号することが可能かどうかを決
定するステップが前記規模と前記デコーダの前記最大ルーマピクチャサイズとに少なくと
も一部基づく、方法。
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【請求項２】
　前記デコーダのレベル定義を指定するステップをさらに備え、
　前記デコーダの最大ルーマピクチャサイズを決定するステップが、前記デコーダの前記
レベル定義に少なくとも一部基づいて、前記デコーダの最大ルーマピクチャサイズを決定
するステップを備える、請求項1に記載の方法。
【請求項３】
　前記マルチレイヤビットストリーム中のレイヤの解像度の合計を計算するステップをさ
らに備え、前記デコーダが前記マルチレイヤビットストリームを復号することが可能かど
うかを前記決定するステップがさらに、解像度の前記計算された合計に少なくとも一部基
づく、請求項2に記載の方法。
【請求項４】
　前記デコーダが前記マルチレイヤビットストリームを復号することが可能かどうかを前
記決定するステップがさらに、解像度の前記合計が、前記規模を前記デコーダの前記最大
のピクチャサイズと乗算することにより得られる積以下であるかどうかに少なくとも一部
基づく、請求項3に記載の方法。
【請求項５】
　前記マルチレイヤビットストリームの最上位レイヤの解像度を決定するステップと、
　前記マルチレイヤビットストリームの識別子リスト中のレイヤの数を決定するステップ
と、
　前記識別子リスト中のレイヤの前記数を前記最上位レイヤの前記解像度と乗算すること
を介して、解像度の前記合計を計算するステップとをさらに備える、請求項3に記載の方
法。
【請求項６】
　前記マルチレイヤビットストリーム中のレイヤの数を決定することを介して、前記マル
チレイヤビットストリームのレベル定義を決定するステップをさらに備える、請求項2に
記載の方法。
【請求項７】
　前記マルチレイヤビットストリームの前記レベル定義に少なくとも一部基づいて、前記
マルチレイヤビットストリームの最大のピクチャサイズを決定するステップをさらに備え
る、請求項6に記載の方法。
【請求項８】
　前記デコーダが前記マルチレイヤビットストリームを復号することが可能かどうかを前
記決定するステップがさらに、前記マルチレイヤビットストリームの前記最大のピクチャ
サイズに少なくとも一部基づく、請求項7に記載の方法。
【請求項９】
　前記マルチレイヤビットストリーム中のレイヤの前記数を前記マルチレイヤビットスト
リームの前記最大のピクチャサイズと乗算することにより得られる第1の積が、前記規模
を前記デコーダの前記最大のピクチャサイズと乗算することにより得られる第2の積以下
であるかどうかを決定するステップと、
　前記第1の積が前記第2の積以下であるかどうかに少なくとも一部基づいて、前記デコー
ダが前記マルチレイヤビットストリームを復号することが可能かどうかを決定するステッ
プとをさらに備える、請求項8に記載の方法。
【請求項１０】
　各レイヤ、復号ピクチャバッファ(DPB)、またはサブDPBの少なくとも1つに対する、サ
イズに関連する制約を指定するステップをさらに備える、請求項2に記載の方法。
【請求項１１】
　デコーダがビデオ情報を含むマルチレイヤビットストリームを復号することが可能かど
うかを決定するための装置であって、前記デコーダが複数のシングルレイヤデコーダコア
に基づいて実装され、
　レイヤの少なくとも1つのセットへの前記マルチレイヤビットストリームのレイヤの少
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なくとも1つの割振りを特定し、
　レイヤの各セットが前記マルチレイヤビットストリームの前記復号のために前記シング
ルレイヤデコーダコアの1つに排他的に割り当てられることが可能かどうかを検出し、
　レイヤの各セットが前記シングルレイヤデコーダコアの1つに排他的に割り当てられる
ことが可能かどうかを検出することに少なくとも一部基づいて、前記デコーダが前記マル
チレイヤビットストリームを復号することが可能かどうかを決定する
　ように構成される少なくとも1つのプロセッサを備え、
　前記少なくとも1つのプロセッサがさらに、
　前記デコーダの最大ルーマピクチャサイズを決定し、
　前記デコーダのレベル定義と関連付けられる規模を指定する
　ように構成され、
　前記デコーダが前記マルチレイヤビットストリームを復号することが可能かどうかを決
定することが前記規模と前記デコーダの前記最大ルーマピクチャサイズとに少なくとも一
部基づく、装置。
【請求項１２】
　前記少なくとも1つのプロセッサがさらに、
　前記デコーダのレベル定義を指定するように構成され、
　前記デコーダの最大ルーマピクチャサイズを決定することが、前記デコーダの前記レベ
ル定義に少なくとも一部基づいて、前記デコーダの最大ルーマピクチャサイズを決定する
ことを備える、請求項11に記載の装置。
【請求項１３】
　前記少なくとも1つのプロセッサがさらに、前記マルチレイヤビットストリーム中のレ
イヤの解像度の合計を計算するように構成され、前記デコーダが前記マルチレイヤビット
ストリームを復号することが可能かどうかを前記決定するステップが前記規模と前記デコ
ーダの前記最大ルーマピクチャサイズとに少なくとも一部基づく、請求項12に記載の装置
。
【請求項１４】
　前記デコーダが前記マルチレイヤビットストリームを復号することが可能かどうかを前
記決定するステップがさらに、解像度の前記合計が、前記規模を前記デコーダの前記最大
のピクチャサイズと乗算することにより得られる積以下であるかどうかに少なくとも一部
基づく、請求項13に記載の装置。
【請求項１５】
　前記少なくとも1つのプロセッサがさらに、
　前記マルチレイヤビットストリームの最上位レイヤの解像度を決定し、
　前記マルチレイヤビットストリームの識別子リスト中のレイヤの数を決定し、
　前記識別子リスト中のレイヤの前記数を前記最上位レイヤの前記解像度と乗算すること
を介して、解像度の前記合計を計算するように構成される、請求項13に記載の装置。
【請求項１６】
　前記少なくとも1つのプロセッサがさらに、前記マルチレイヤビットストリーム中のレ
イヤの数を決定することを介して、前記マルチレイヤビットストリームのレベル定義を決
定するように構成される、請求項12に記載の装置。
【請求項１７】
　前記少なくとも1つのプロセッサがさらに、前記マルチレイヤビットストリームの前記
レベル定義に少なくとも一部基づいて、前記マルチレイヤビットストリームの最大のピク
チャサイズを決定するように構成される、請求項16に記載の装置。
【請求項１８】
　前記デコーダが前記マルチレイヤビットストリームを復号することが可能かどうかを前
記決定するステップがさらに、前記マルチレイヤビットストリームの前記最大のピクチャ
サイズに少なくとも一部基づく、請求項17に記載の装置。
【請求項１９】
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　前記少なくとも1つのプロセッサがさらに、
　前記マルチレイヤビットストリーム中のレイヤの前記数を前記マルチレイヤビットスト
リームの前記最大のピクチャサイズと乗算することにより得られる第1の積が、前記規模
を前記デコーダの前記最大のピクチャサイズと乗算することにより得られる第2の積以下
であるかどうかを決定し、
　前記第1の積が前記第2の積以下であるかどうかに少なくとも一部基づいて、前記デコー
ダが前記マルチレイヤビットストリームを復号することが可能かどうかを決定するように
構成される、請求項18に記載の装置。
【請求項２０】
　前記少なくとも1つのプロセッサがさらに、各レイヤ、復号ピクチャバッファ(DPB)、ま
たはサブDPBの少なくとも1つに対する、サイズに関連する制約を指定するように構成され
る、請求項12に記載の装置。
【請求項２１】
　実行されると、デバイスのプロセッサに、
　複数のシングルレイヤデコーダコアに基づいて実装されるデコーダがマルチレイヤビッ
トストリームを復号することが可能かどうかを決定する際に使用するための、レイヤの少
なくとも1つのセットへのビデオ情報を含む前記マルチレイヤビットストリームのレイヤ
の少なくとも1つの割振りを特定させ、
　レイヤの各セットが前記マルチレイヤビットストリームの前記復号のために前記シング
ルレイヤデコーダコアの1つに排他的に割り当てられることが可能かどうかを検出させ、
　レイヤの各セットが前記シングルレイヤデコーダコアの1つに排他的に割り当てられる
ことが可能かどうかを検出することに少なくとも一部基づいて、前記デコーダが前記マル
チレイヤビットストリームを復号することが可能かどうかを決定させる
　命令を記憶し、
　実行されると、前記プロセッサに、
　前記デコーダの最大ルーマピクチャサイズを決定させ、
　前記デコーダのレベル定義と関連付けられる規模を指定させる
　命令をさらに記憶し、
　前記デコーダが前記マルチレイヤビットストリームを復号することが可能かどうかを決
定させることが前記規模と前記デコーダの前記最大ルーマピクチャサイズとに少なくとも
一部基づく、非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２２】
　実行されると、前記プロセッサに、
　前記デコーダのレベル定義を指定させる
　命令をさらに記憶し、前記デコーダの最大ルーマピクチャサイズを決定させることが、
前記デコーダの前記レベル定義に少なくとも一部基づいて、前記デコーダの最大ルーマピ
クチャサイズを決定させることを備える、請求項21に記載の非一時的コンピュータ可読記
憶媒体。
【請求項２３】
　実行されると、前記プロセッサに、前記マルチレイヤビットストリーム中のレイヤの解
像度の合計を計算させる命令をさらに記憶しており、前記デコーダが前記マルチレイヤビ
ットストリームを復号することが可能かどうかを前記決定するステップがさらに、解像度
の前記計算された合計に少なくとも一部基づく、請求項22に記載の非一時的コンピュータ
可読記憶媒体。
【請求項２４】
　前記デコーダが前記マルチレイヤビットストリームを復号することが可能かどうかを前
記決定するステップがさらに、解像度の前記合計が、前記規模を前記デコーダの前記最大
のピクチャサイズと乗算することにより得られる積以下であるかどうかに少なくとも一部
基づく、請求項23に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２５】
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　実行されると、前記プロセッサに、
　前記マルチレイヤビットストリームの最上位レイヤの解像度を決定させ、
　前記マルチレイヤビットストリームの識別子リスト中のレイヤの数を決定させ、
　前記識別子リスト中のレイヤの前記数を前記最上位レイヤの前記解像度と乗算すること
を介して、解像度の前記合計を計算させる
　命令をさらに記憶した、請求項23に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項２６】
　デコーダがビデオ情報を含むマルチレイヤビットストリームを復号することが可能かど
うかを決定するように構成されるビデオコーディングデバイスであって、前記デコーダが
複数のシングルレイヤデコーダコアに基づいて実装され、
　レイヤの少なくとも1つのセットへの前記マルチレイヤビットストリームのレイヤの少
なくとも1つの割振りを特定するための手段と、
　レイヤの各セットが前記マルチレイヤビットストリームの前記復号のために前記シング
ルレイヤデコーダコアの1つに排他的に割り当てられることが可能かどうかを検出するた
めの手段と、
　レイヤの各セットが前記シングルレイヤデコーダコアの1つに排他的に割り当てられる
ことが可能かどうかを検出することに少なくとも一部基づいて、前記デコーダが前記マル
チレイヤビットストリームを復号することが可能かどうかを決定するための手段と
　を備え、
　前記デコーダの最大ルーマピクチャサイズを決定するための手段と、
　前記デコーダのレベル定義と関連付けられる規模を指定するための手段
　をさらに備え、
　前記デコーダが前記マルチレイヤビットストリームを復号することが可能かどうかを決
定することが前記規模と前記デコーダの前記最大ルーマピクチャサイズとに少なくとも一
部基づく、ビデオコーディングデバイス。
【請求項２７】
　前記デコーダのレベル定義を指定するための手段をさらに備え、
　前記デコーダの最大ルーマピクチャサイズを決定することが、前記デコーダの前記レベ
ル定義に少なくとも一部基づいて、前記デコーダの最大ルーマピクチャサイズを決定する
ことを備える、請求項26に記載のビデオコーディングデバイス。
【請求項２８】
　前記マルチレイヤビットストリーム中のレイヤの解像度の合計を計算するための手段を
さらに備え、前記デコーダが前記マルチレイヤビットストリームを復号することが可能か
どうかを決定するための前記手段が前記規模と前記デコーダの前記最大ルーマピクチャサ
イズとに少なくとも一部基づく、請求項27に記載のビデオコーディングデバイス。
【請求項２９】
　前記デコーダが前記マルチレイヤビットストリームを復号することが可能かどうかを決
定するための前記手段が、解像度の前記合計が、前記規模を前記デコーダの前記最大のピ
クチャサイズと乗算することにより得られる積以下であるかどうかを決定するための手段
を備える、請求項28に記載のビデオコーディングデバイス。
【請求項３０】
　前記マルチレイヤビットストリームの最上位レイヤの解像度を決定するための手段と、
　前記マルチレイヤビットストリームの識別子リスト中のレイヤの数を決定するための手
段と、
　前記識別子リスト中のレイヤの前記数を前記最上位レイヤの前記解像度と乗算すること
を介して、解像度の前記合計を計算するための手段とをさらに備える、請求項28に記載の
ビデオコーディングデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本開示は、ビデオコーディングの分野に関し、より具体的には、ビデオ情報を含むマル
チレイヤビットストリームの状況におけるデコーダ能力に関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタルビデオ機能は、デジタルテレビジョン、デジタルダイレクトブロードキャスト
システム、ワイヤレスブロードキャストシステム、携帯情報端末(PDA)、ラップトップま
たはデスクトップコンピュータ、デジタルカメラ、デジタル記録デバイス、デジタルメデ
ィアプレーヤ、ビデオゲームデバイス、ビデオゲームコンソール、携帯電話または衛星無
線電話、ビデオ遠隔会議デバイスなどを含む、広範囲にわたるデバイスに組み込まれ得る
。デジタルビデオデバイスは、Moving Picture Experts Group-2(MPEG-2)、MPEG-4、Inte
rnational Telegraph Union-Telecommunication Standardization Sector(ITU-T) H.263
、ITU-T H.264/MPEG-4、Part 10、Advanced Video Coding(AVC)、High Efficiency Video
 Coding(HEVC)規格、およびそのような規格の拡張によって定義される規格に記載される
ような、ビデオ圧縮技法を実装する。ビデオデバイスは、そのようなビデオコーディング
技法を実装することによって、デジタルビデオ情報をより効率的に送信し、受信し、符号
化し、復号し、かつ/または記憶することができる。
【０００３】
　スケーラブルHEVC(SHVC)およびマルチビューHEVC(MV-HEVC)のようなビデオコーディン
グ規格は、デコーダ能力を定義するためのレベル定義を提供する。以下では、既存のレベ
ル定義および本発明が行われた時点でのSHVCの他の状況に基づいて、問題および解決法が
説明されるが、この解決法はMV-HEVCに、および他のマルチレイヤコーデックにも適用さ
れる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】文書JCTVC-L1003、Bross他、「High Efficiency Video Coding (HEVC) 
Text Specification Draft 10」、ITU-T SG16 WP3およびISO/IEC JTC1/SC29/WG11のJoint
 Collaborative Team on Video Coding(JCT-VC)、第12回会合:ジュネーブ、スイス、2013
年1月14日～2013年1月23日
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本開示のシステム、方法、およびデバイスは各々、いくつかの革新的な態様を有し、そ
れらの態様のうちのいずれの1つも、本明細書で開示される望ましい属性を単独では担わ
ない。
【０００６】
　一態様では、デコーダがビデオ情報を含むマルチレイヤビットストリームを復号するこ
とが可能かどうかを決定するための方法であって、デコーダが複数のシングルレイヤデコ
ーダコアに基づいて実装される、方法は、レイヤの少なくとも1つのセットへのビットス
トリームのレイヤの少なくとも1つの割振りを特定するステップと、レイヤの各セットが
ビデオ情報を復号するためにデコーダコアの1つに排他的に割り当てられることが可能か
どうかを検出するステップと、レイヤの各セットがデコーダコアの1つに排他的に割り当
てられることが可能かどうかを検出したことに少なくとも一部基づいて、デコーダがビッ
トストリームを復号することが可能かどうかを決定するステップとを備える。
【０００７】
　別の態様では、デコーダがビデオ情報を含むマルチレイヤビットストリームを復号する
ことが可能かどうかを決定するための装置であって、デコーダが複数のシングルレイヤデ
コーダコアに基づいて実装される、装置は、レイヤの少なくとも1つのセットへのビット
ストリームのレイヤの少なくとも1つの割振りを特定し、レイヤの各セットがビットスト
リームの復号のためにデコーダコアの1つに排他的に割り当てられることが可能かどうか
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を検出し、レイヤの各セットがデコーダコアの1つに排他的に割り当てられることが可能
かどうかを検出したことに少なくとも一部基づいて、デコーダがビットストリームを復号
することが可能かどうかを決定するように構成される、少なくとも1つのプロセッサを備
える。
【０００８】
　別の態様では、非一時的コンピュータ可読記憶媒体は、実行されると、デバイスのプロ
セッサに、複数のシングルレイヤデコーダコアに基づいて実装されるデコーダがビットス
トリームを復号することが可能かどうかを決定する際に使用するための、レイヤの少なく
とも1つのセットへの、ビデオ情報を含むマルチレイヤビットストリームのレイヤの少な
くとも1つの割振りを特定させ、レイヤの各セットがビットストリームの復号のためにデ
コーダコアの1つに排他的に割り当てられることが可能かどうかを検出させ、レイヤの各
セットがデコーダコアの1つに排他的に割り当てられることが可能かどうかを検出したこ
とに少なくとも一部基づいて、デコーダがビットストリームを復号することが可能かどう
かを決定させる、命令を記憶している。
【０００９】
　さらに別の態様では、デコーダがビデオ情報を含むマルチレイヤビットストリームを復
号することが可能かどうかを決定するように構成されるビデオコーディングデバイスであ
って、デコーダが複数のシングルレイヤデコーダコアに基づいて実装される、ビデオコー
ディングデバイスは、レイヤの少なくとも1つのセットへのビットストリームのレイヤの
少なくとも1つの割振りを特定するための手段と、レイヤの各セットがビットストリーム
の復号のためにデコーダコアの1つに排他的に割り当てられることが可能かどうかを検出
するための手段と、レイヤの各セットがデコーダコアの1つに排他的に割り当てられるこ
とが可能かどうかを検出したことに少なくとも一部基づいて、デコーダがビットストリー
ムを復号することが可能かどうかを決定するための手段とを備える。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１Ａ】本開示で説明される態様による技法を利用し得る例示的なビデオ符号化および
復号システムを示すブロック図である。
【図１Ｂ】本開示で説明される態様による技法を実行し得る別の例示的なビデオ符号化お
よび復号システムを示すブロック図である。
【図２Ａ】本開示で説明される態様による技法を実装し得るビデオエンコーダの例を示す
ブロック図である。
【図２Ｂ】本開示で説明される態様による技法を実装し得るビデオエンコーダの別の例を
示すブロック図である。
【図３Ａ】本開示で説明される態様による技法を実装し得るビデオデコーダの例を示すブ
ロック図である。
【図３Ｂ】本開示で説明される態様による技法を実装し得るビデオデコーダの別の例を示
すブロック図である。
【図４Ａ】本開示において説明される態様による、デコーダ能力を定義するための処理の
ある例示的な実施形態のフローチャートである。
【図４Ｂ】本開示において説明される態様による、デコーダ能力をさらに定義するための
処理のある例示的な実施形態のフローチャートである。
【図５Ａ】本開示において説明される態様による、ある例示的なマルチレイヤビットスト
リームを示す図である。
【図５Ｂ】本開示において説明される態様による、図5Aのマルチレイヤビットストリーム
を復号するための複数の例示的な選択肢を示す図である。
【図６Ａ】本開示において説明される態様による、別の例示的なマルチレイヤビットスト
リームを示す図である。
【図６Ｂ】本開示において説明される態様による、図6Aのマルチレイヤビットストリーム
を復号するための複数の例示的な選択肢を示す図である。
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【発明を実施するための形態】
【００１１】
　一般に、本開示は、利点の中でも特に、効率的に高いピクチャ品質を可能にするために
レベルの制約がレイヤの数に対してスケーラブルであり得るように、マルチレイヤビデオ
コーデックの状況においてビットストリームとデコーダの両方のためのレベルを指定する
ことに対する改善に関する。
【００１２】
　ビデオコーディング規格は、ITU-T H.261と、ISO/IEC MPEG-1 Visualと、ITU-T H.262
またはISO/IEC MPEG-2 Visualと、ITU-T H.263と、ISO/IEC MPEG-4 Visualと、そのスケ
ーラブルビデオコーディング(SVC)拡張およびマルチビュービデオコーディング(MVC)拡張
を含む(ISO/IEC MPEG-4 AVCとしても知られる) ITU-T H.264とを含む。
【００１３】
　加えて、新しいビデオコーディング規格、すなわち、High Efficiency Video Coding(H
EVC)が、ITU-T Video Coding Experts Group(VCEG)およびISO/IEC MPEGのJoint Collabor
ation Team on Video Coding(JCT-VC)によって開発されている。HEVC Draft 10の完全な
引用は、文書JCTVC-L1003、Bross他、「High Efficiency Video Coding (HEVC) Text Spe
cification Draft 10」、ITU-T SG16 WP3およびISO/IEC JTC1/SC29/WG11のJoint Collabo
rative Team on Video Coding(JCT-VC)、第12回会合:ジュネーブ、スイス、2013年1月14
日～2013年1月23日である。HEVCのマルチビュー拡張すなわちMV-HEVC、およびSHVCという
名称であるHEVCのスケーラブル拡張も、それぞれ、JCT-3V(ITU-T/ISO/IEC Joint Collabo
rative Team on 3D Video Coding Extension Development)およびJCT-VCによって開発さ
れている。MV-HEVCの最近のワーキングドラフト(WD)は、以後MV-HEVC WD7と呼ばれる。SH
VCの最近のWDは、以後SHVC WD5と呼ばれる。
【００１４】
　既存のレベル定義の手法は、マルチレイヤビットストリームの効率的な復号のためのデ
コーダ能力を定義するのに十分な情報を提供しない。たとえば、各々720pの解像度の5つ
以上の信号対雑音比(SNR)スケーラブルレイヤ(等価な解像度を有するレイヤ)を復号する
ために、レベル5以上のデコーダが必要とされる。その結果、ルミナンスコーディングツ
リーブロック(CTB)サイズは、32×32または64×64に等しい(すなわち、16×16のようなよ
り小さなコーディングサイズは使用され得ない)。しかしながら、720p以下の解像度を有
するレイヤのような一部のレイヤに対しては、この制約は最適ではないコーディング効率
をもたらし得る。
【００１５】
　いくつかの例では、デコーダは、複数の既存のシングルレイヤデコーダを再使用するこ
とによって製造され得る。ある例では、4つのシングルレイヤHEVCレベル3.1デコーダから
なるSHVCデコーダは、既存のレベル定義によれば、720pの4つのSNRレイヤを復号するため
にレベル4以上に適合しなければならない。この定義により、デコーダは任意のレベル4ビ
ットストリームを復号することが可能でなければならない。しかしながら、デコーダハー
ドウェアへの変更がなければ、そのようなデコーダは、1080pの解像度の2つのSNRレイヤ
を伴うSHVCレベル4ビットストリームを復号することが可能ではないであろう。
【００１６】
　既存のHEVCレベル定義の別の問題は、1080pのシングルレイヤHEVCビットストリームと7
20pの2レイヤSHVCビットストリームの両方を復号することが可能であるような方法で実装
されるデコーダが、レベル3.1として分類されるということである。しかしながら、レベ
ル3.1という分類は、1080pのシングルレイヤビットストリームを復号する能力を表さない
。
【００１７】
　別の例では、既存のレベル定義によれば、720pの4つのSNRレイヤを復号することが可能
であるように4つのシングルレイヤHEVC 3.1デコーダを使用して実装されるデコーダにつ
いて、そのデコーダはレベル4以上に適合しなければならない。したがって、デコーダは
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、4つ以上のタイル行と4つ以上のタイル列とを有するビットストリームを復号することが
可能であることを要求され、各タイルは256個のルーマサンプルの幅と144個のルーマサン
プルの高さとを有する。しかしながら、デコーダのレベル3.1の制限により、一部のその
ようなビットストリームを復号することが可能ではない。
【００１８】
　SHVCの既存の設計のもとでは、HEVCテキストのA.4.1項のすべての項目が、各レイヤに
適用されるように指定される。しかしながら、一部の項目は各レイヤに直接適用可能では
ない。たとえば、復号ピクチャバッファ(DPB)のサイズに対する項目dについて、シーケン
スパラメータセット(SPS)シンタックス要素はエンハンスメントレイヤに対して適用可能
ではない。また、SHVC WD5におけるDPBは、共有サブDPB設計であるので、項目dは各レイ
ヤに直接適用され得ない。別の例として、コーディングされたピクチャバッファ(CPB)の
サイズに対する項目hおよびiに対して、ビットストリーム固有のCPB動作のために、パラ
メータは各レイヤに適用され得ない。
【００１９】
　CPBのサイズに対するビットストリーム固有の制約(HEVCテキストのA.4.1項における項
目hおよびiによる)が必要とされる。しかしながら、HEVCテキストのA.4.1項の項目hおよ
びiはビットストリームレベルに対して直接適用されることが可能ではなく、それは、直
接適用されると、シングルレイヤビットストリームに対する同じCPBサイズの制限がマル
チレイヤビットストリームに対する制限ともなるからである。これはレイヤの数に対して
スケーラブルではなく、多数のレイヤがあるときに低いピクチャ品質しか可能にしない。
【００２０】
　HEVCテキストのA.4.2項における項目b、c、d、g、h、i、およびjによる制約は、レイヤ
だけに固有であるように指定される。しかしながら、これらの項目によるビットストリー
ム固有の制約が、それらの項目によるレイヤ固有の制約が指定されるかどうかにかかわら
ず、指定されるべきである。
【００２１】
　ある実施形態が、本明細書でHEVC規格および/またはH.264規格の文脈で説明されるが、
当業者は、本明細書で開示されるシステムおよび方法が、任意の適切なビデオコーディン
グ規格または標準的ではないビデオコーデック設計に適用可能であり得ることを了解し得
る。たとえば、本明細書で開示される実施形態は、以下の規格、すなわち、国際電気通信
連合(ITU) Telecommunication Standardization Sector(ITU-T) H.261、国際標準化機構/
国際電気標準会議(ISO/IEC) MPEG-1 Visual、ITU-T H.262、またはISO/IEC MPEG-2 Visua
l、ITU-T H.263、ISO/IEC MPEG-4 Visual、およびスケーラブル拡張とマルチビュー拡張
とを含む、(ISO/IEC MPEG-4 AVCとしても知られる)ITU-T H.264の1つまたは複数に適用可
能であり得る。
【００２２】
　HEVCは全般に、多くの点で、前のビデオコーディング規格のフレームワークに従う。HE
VCにおける予測のユニットは、いくつかの前のビデオコーディング規格における予測のユ
ニット(たとえば、マクロブロック)とは異なる。実際、いくつかの前のビデオコーディン
グ規格において理解されているようなマクロブロックの概念は、HEVCに存在しない。マク
ロブロックは、4分木方式に基づく階層構造と置き換えられ、このことは、あり得る利点
の中でもとりわけ、高い柔軟性を実現し得る。たとえば、HEVC方式では、コーディングユ
ニット(CU)、予測ユニット(PU)、および変換ユニット(TU)という3つのタイプのブロック
が定義される。CUは、領域分割の基本単位を指し得る。CUはマクロブロックの概念に類似
すると見なされることがあるが、HEVCは、CUの最大サイズを制限せず、コンテンツ適応性
を改善するために4つの等しいサイズのCUへの再帰的分割を許容し得る。PUはインター/イ
ントラ予測の基本単位と見なされることがあり、単一のPUは、不規則な画像パターンを効
果的にコーディングするために、複数の任意の形状区分を含むことがある。TUは、変換の
基本単位と見なされることがある。TUは、PUとは無関係に定義され得るが、TUのサイズは
、TUが属するCUのサイズに制限され得る。3つの異なる概念へのブロック構造のこの分離
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により、各ユニットをユニットのそれぞれの役割に従って最適化することが可能になり、
このことはコーディング効率の改善をもたらし得る。
【００２３】
　単に説明の目的で、本明細書で開示されるいくつかの実施形態は、ビデオデータの2つ
のレイヤ(たとえば、ベースレイヤのなどの下位レイヤおよびエンハンスメントレイヤな
どの上位レイヤ)のみを含む例とともに説明される。ビデオデータの「レイヤ」は、一般
に、ビュー、フレームレート、解像度などの、少なくとも1つの共通の特性を有するピク
チャのシーケンスを指し得る。たとえば、レイヤは、マルチビュービデオデータの特定の
ビュー(たとえば、視点)と関連付けられたビデオデータを含み得る。別の例として、レイ
ヤは、スケーラブルビデオデータの特定のレイヤと関連付けられたビデオデータを含み得
る。したがって、本開示は、ビデオデータのレイヤおよびビューに交換可能に言及するこ
とがある。すなわち、ビデオデータのビューはビデオデータのレイヤと呼ばれることがあ
り、ビデオデータのレイヤはビデオデータのビューと呼ばれることがある。加えて、マル
チレイヤコーデック(マルチレイヤビデオコーダまたはマルチレイヤエンコーダデコーダ
とも呼ばれる)は、マルチビューコーデックまたはスケーラブルコーデック(たとえば、MV
-HEVC、3D-HEVC、SHVC、または別のマルチレイヤコーディング技法を使用してビデオデー
タを符号化および/または復号するように構成されるコーデック)を一緒に指すことがある
。ビデオ符号化およびビデオ復号は、一般に、両方ともビデオコーディングと呼ばれるこ
とがある。そのような例は、複数のベースレイヤおよび/またはエンハンスメントレイヤ
を含む構成に適用可能であり得ることを理解されたい。加えて、説明を簡単にするために
、以下の開示は、いくつかの実施形態に関して「フレーム」または「ブロック」という用
語を含む。しかしながら、これらの用語は限定的なものではない。たとえば、下で説明さ
れる技法は、ブロック(たとえば、CU、PU、TU、マクロブロックなど)、スライス、フレー
ムなどの、任意の適切なビデオユニットとともに使用され得る。
【００２４】
ビデオコーディング規格
　ビデオ画像、TV画像、静止画像、またはビデオレコーダもしくはコンピュータによって
生成された画像のようなデジタル画像は、水平な線および垂直な線に並べられたピクセル
またはサンプルからなり得る。単一の画像中のピクセルの数は、一般に数万個である。各
ピクセルは、一般に、ルミナンス情報とクロミナンス情報とを含む。圧縮がなければ、画
像エンコーダから画像デコーダに搬送されるべき著しい量の情報により、リアルタイムの
画像送信は不可能になるであろう。送信されるべき情報の量を減らすために、JPEG、MPEG
、およびH.263規格のような、いくつかの異なる圧縮方法が開発された。ビデオコーディ
ング規格は、本明細書で前に列挙された規格を含む。
【００２５】
ビデオコーディングシステム
　添付の図面を参照して、新規のシステム、装置、および方法の様々な態様が以下でより
十分に説明される。しかしながら、本開示は、多くの異なる形態で具現化されてよく、本
開示全体を通じて示される任意の特定の構造または機能に限定されるものと解釈されるべ
きでない。そうではなく、これらの態様は、本開示が十分なものであり、完全であるよう
に、また本開示の範囲を当業者に十分伝えるように提供される。本明細書の教示に基づい
て、本開示の範囲は、本開示の他の態様と無関係に実装されるか、または本開示の他の態
様と組み合わせて実装されるかにかかわらず、本明細書で開示される新規のシステム、装
置、および方法の任意の態様を包含することを、当業者は了解されたい。たとえば、本明
細書に記載される任意の数の態様を使用して、装置が実装されてよく、または方法が実践
されてよい。さらに、本開示の範囲は、本明細書に記載される本開示の様々な態様に加え
て、またはそれらの態様以外に、他の構造、機能、または構造および機能を使用して実践
されるような装置または方法を包含するものとする。本明細書で開示される任意の態様は
、特許請求の範囲の1つまたは複数の要素により具現化され得ることを理解されたい。
【００２６】
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　特定の態様が本明細書で説明されるが、これらの態様の多数の変形および置換が、本開
示の範囲内にある。好ましい態様のいくつかの利益および利点が説明されるが、本開示の
範囲は特定の利益、使用、または目的に限定されるものではない。むしろ、本開示の態様
は、その一部が例として図面および好ましい態様の以下の説明において示される、異なる
ワイヤレス技術と、システム構成と、ネットワークと、伝送プロトコルとに幅広く適用可
能であることが意図されている。詳細な説明および図面は、限定的ではなく本開示の例示
にすぎず、本開示の範囲は、添付の特許請求の範囲およびその均等物によって定義される
。
【００２７】
　添付の図面は例を示している。添付の図面中の参照番号によって示される要素は、以下
の説明における同様の参照番号によって示される要素に対応する。本開示では、序数語(
たとえば、「第1の」、「第2の」、「第3の」など)で始まる名前を有する要素は、必ずし
もそれらの要素が特定の順序を有することを暗示するとは限らない。むしろ、そのような
序数語は、同じまたは同様のタイプの、異なる要素を指すために使用されるにすぎない。
【００２８】
　図1Aは、本開示で説明される態様による技法を利用し得る例示的なビデオコーディング
システム10を示すブロック図である。本明細書で使用される場合、「ビデオコーダ」とい
う用語は、総称的にビデオエンコーダとビデオデコーダの両方を指す。本開示では、「ビ
デオコーディング」または「コーディング」という用語は、ビデオ符号化とビデオ復号と
を総称的に指し得る。ビデオエンコーダおよびビデオデコーダに加えて、本出願で説明さ
れる態様は、トランスコーダ(たとえば、ビットストリームを復号し、別のビットストリ
ームを再符号化することができるデバイス)およびミドルボックス(たとえば、ビットスト
リームを修正し、変換し、かつ/または別様に操作することができるデバイス)のような、
他の関連するデバイスに拡張され得る。
【００２９】
　図1Aに示されるように、ビデオコーディングシステム10は、宛先デバイス14によって後
で復号されるべき符号化されたビデオデータを生成するソースデバイス12を含む。図1Aの
例では、ソースデバイス12および宛先デバイス14は、別個のデバイスを構成する。しかし
ながら、ソースデバイス12および宛先デバイス14は、図1Bの例に示されるように、同じデ
バイス上にあるかまたは同じデバイスの一部であり得ることに留意されたい。
【００３０】
　もう一度図1Aを参照すると、ソースデバイス12および宛先デバイス14は、それぞれ、デ
スクトップコンピュータ、ノートブック(たとえば、ラップトップ)コンピュータ、タブレ
ットコンピュータ、セットトップボックス、いわゆる「スマート」フォンのような電話ハ
ンドセット、いわゆる「スマート」パッド、テレビジョン、カメラ、ディスプレイデバイ
ス、デジタルメディアプレーヤ、ビデオゲームコンソール、ビデオストリーミングデバイ
スなどを含む、広範囲にわたるデバイスのいずれかを備え得る。様々な実施形態では、ソ
ースデバイス12および宛先デバイス14は、ワイヤレス通信に対応し得る。
【００３１】
　宛先デバイス14は、復号されるべき符号化されたビデオデータを、リンク16を介して受
信し得る。リンク16は、ソースデバイス12から宛先デバイス14に符号化されたビデオデー
タを移動することが可能な任意のタイプの媒体またはデバイスを備え得る。図1Aの例では
、リンク16は、ソースデバイス12が符号化されたビデオデータをリアルタイムで宛先デバ
イス14に送信することを可能にするための通信媒体を備え得る。符号化されたビデオデー
タは、ワイヤレス通信プロトコルのような通信規格に従って変調され、宛先デバイス14に
送信され得る。通信媒体は、高周波(RF)スペクトルまたは1つもしくは複数の物理伝送線
路のような、任意のワイヤレスまたは有線の通信媒体を備え得る。通信媒体は、ローカル
エリアネットワーク、ワイドエリアネットワークのようなパケットベースネットワーク、
またはインターネットのようなグローバルネットワークの一部を形成し得る。通信媒体は
、ルータ、スイッチ、基地局、またはソースデバイス12から宛先デバイス14への通信を支
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援するのに有用であり得る任意の他の機器を含み得る。
【００３２】
　代替的に、符号化されたデータは、出力インターフェース22から記憶デバイス31(任意
選択で存在する)に出力され得る。同様に、符号化されたデータは、たとえば、宛先デバ
イス14の入力インターフェース28によって記憶デバイス31からアクセスされ得る。記憶デ
バイス31は、ハードドライブ、フラッシュメモリ、揮発性もしくは不揮発性メモリ、また
は符号化されたビデオデータを記憶するための任意の他の好適なデジタル記憶媒体のよう
な、様々な分散されたまたはローカルにアクセスされるデータ記憶媒体のいずれかを含み
得る。さらなる例では、記憶デバイス31は、ソースデバイス12によって生成された符号化
されたビデオを保持し得るファイルサーバまたは別の中間記憶デバイスに対応し得る。宛
先デバイス14は、ストリーミングまたはダウンロードを介して記憶デバイス31から記憶さ
れたビデオデータにアクセスし得る。ファイルサーバは、符号化されたビデオデータを記
憶し、その符号化されたビデオデータを宛先デバイス14に送信することが可能な任意のタ
イプのサーバであり得る。例示的なファイルサーバは、(たとえば、ウェブサイトのため
の)ウェブサーバ、ファイル転送プロトコル(FTP)サーバ、ネットワーク接続ストレージ(N
AS)デバイス、またはローカルディスクドライブを含む。宛先デバイス14は、インターネ
ット接続を含む、任意の標準のデータ接続を通じて符号化されたビデオデータにアクセス
し得る。これは、ファイルサーバに記憶された符号化されたビデオデータにアクセスする
のに適した、ワイヤレスチャネル(たとえば、ワイヤレスローカルエリアネットワーク(WL
AN)接続)、有線接続(たとえば、デジタル加入者線(DSL)、ケーブルモデムなど)、または
その両方の組合せを含み得る。記憶デバイス31からの符号化されたビデオデータの送信は
、ストリーミング送信、ダウンロード送信、またはその両方の組合せであり得る。
【００３３】
　本開示の技法は、ワイヤレスの適用例または設定に限定されない。本技法は、オーバー
ジエアテレビジョン放送、ケーブルテレビジョン送信、衛星テレビジョン送信、たとえば
インターネットを介したストリーミングビデオ送信(たとえば、ハイパーテキスト転送プ
ロトコル(HTTP)上での動的適応ストリーミングなど)、データ記憶媒体に記憶するための
デジタルビデオの符号化、データ記憶媒体に記憶されたデジタルビデオの復号、または他
の適用例のような、様々なマルチメディア適用例のいずれかをサポートするビデオコーデ
ィングに適用され得る。いくつかの例では、ビデオコーディングシステム10は、ビデオス
トリーミング、ビデオ再生、ビデオブロードキャスティング、および/またはビデオ電話
のような用途をサポートするために、単方向または双方向のビデオ送信をサポートするよ
うに構成され得る。
【００３４】
　図1Aの例では、ソースデバイス12は、ビデオソース18と、ビデオエンコーダ20と、出力
インターフェース22とを含む。いくつかの場合、出力インターフェース22は、変調器/復
調器(モデム)および/または送信機を含み得る。ソースデバイス12において、ビデオソー
ス18は、ビデオキャプチャデバイス、たとえばビデオカメラ、以前にキャプチャされたビ
デオを含むビデオアーカイブ、ビデオコンテンツプロバイダからビデオを受信するための
ビデオフィードインターフェース、および/またはソースビデオとしてコンピュータグラ
フィックスデータを生成するためのコンピュータグラフィックスシステムなどのソース、
あるいはそのようなソースの組合せを含み得る。一例として、ビデオソース18がビデオカ
メラである場合、ソースデバイス12および宛先デバイス14は、図1Bの例に示されているよ
うに、いわゆる「カメラ電話」または「ビデオ電話」を形成し得る。しかしながら、本開
示で説明される技法は、ビデオコーディング全般に適用可能であってよく、ワイヤレスお
よび/または有線の適用例に適用され得る。
【００３５】
　キャプチャされたビデオ、以前にキャプチャされたビデオ、またはコンピュータにより
生成されたビデオは、ビデオエンコーダ20によって符号化され得る。符号化されたビデオ
データは、ソースデバイス12の出力インターフェース22を介して宛先デバイス14に送信さ
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れ得る。符号化されたビデオデータはさらに(または代替的に)、復号および/または再生
のための宛先デバイス14または他のデバイスによる後のアクセスのために記憶デバイス31
に記憶され得る。図1Aおよび図1Bに示されるビデオエンコーダ20は、図2Aに示されるビデ
オエンコーダ20、図2Bに示されるビデオエンコーダ23、または本明細書で説明される任意
の他のビデオエンコーダを備え得る。
【００３６】
　図1Aの例では、宛先デバイス14は、入力インターフェース28と、ビデオデコーダ30と、
ディスプレイデバイス32とを含む。いくつかの場合、入力インターフェース28は、受信機
および/またはモデムを含み得る。宛先デバイス14の入力インターフェース28は、リンク1
6を通じて、および/または記憶デバイス31から、符号化されたビデオデータを受信し得る
。リンク16を通じて通信され、または記憶デバイス31上に与えられた、符号化されたビデ
オデータは、ビデオデータを復号する際に、ビデオデコーダ30のようなビデオデコーダが
使用するためのビデオエンコーダ20によって生成される様々なシンタックス要素を含み得
る。そのようなシンタックス要素は、通信媒体上で送信されるか、記憶媒体に記憶される
か、またはファイルサーバに記憶される、符号化されたビデオデータとともに含まれ得る
。図1Aおよび図1Bに示されるビデオデコーダ30は、図3Aに示されるビデオデコーダ30、図
3Bに示されるビデオデコーダ33、または本明細書で説明される任意の他のビデオデコーダ
を備えてよい。
【００３７】
　ディスプレイデバイス32は、宛先デバイス14と一体化されるか、またはその外部にあり
得る。いくつかの例では、宛先デバイス14は、一体型のディスプレイデバイスを含むこと
があり、外部ディスプレイデバイスとインターフェースするように構成されることもある
。他の例では、宛先デバイス14はディスプレイデバイスであり得る。一般に、ディスプレ
イデバイス32は、復号されたビデオデータをユーザに対して表示し、液晶ディスプレイ(L
CD)、プラズマディスプレイ、有機発光ダイオード(OLED)ディスプレイ、または別のタイ
プのディスプレイデバイスのような、様々なディスプレイデバイスのいずれかを備え得る
。
【００３８】
　関連する態様では、図1Bは例示的なビデオコーディングシステム10'を示し、ソースデ
バイス12および宛先デバイス14はデバイス11上にあるかまたはデバイス11の一部である。
デバイス11は、「スマート」フォンなどのような電話ハンドセットであり得る。デバイス
11は、ソースデバイス12および宛先デバイス14と動作可能に通信しているプロセッサ/コ
ントローラデバイス13(任意選択で存在する)を含み得る。図1Bのビデオコーディングシス
テム10'は、ビデオエンコーダ20と出力インターフェース22との間にビデオ処理ユニット2
1をさらに含み得る。いくつかの実装形態では、図1Bに示されているように、ビデオ処理
ユニット21は別個のユニットであるが、他の実装形態では、ビデオ処理ユニット21は、ビ
デオエンコーダ20および/またはプロセッサ/コントローラデバイス13の一部分として実装
され得る。ビデオコーディングシステム10'はまた、ビデオシーケンス中の対象オブジェ
クトを追跡することができるトラッカー29(任意選択で存在する)を含み得る。追跡される
べき対象オブジェクトは、本開示の1つまたは複数の態様に関して説明される技法によっ
て区切られ得る。関係する態様では、追跡は、単独でまたはトラッカー29とともに、ディ
スプレイデバイス32によって実行され得る。図1Bのビデオコーディングシステム10'およ
びそのコンポーネントは、その他の点では図1Aのビデオコーディングシステム10およびそ
のコンポーネントと同様である。
【００３９】
　ビデオエンコーダ20およびビデオデコーダ30は、HEVCのようなビデオ圧縮規格に従って
動作することができ、HEVCテストモデル(HM)に準拠することができる。代替的に、ビデオ
エンコーダ20およびビデオデコーダ30は、代替的にMPEG-4、Part 10、AVCと呼ばれるITU-
T H.264規格のような、他のプロプライエタリ規格もしくは業界規格、またはそのような
規格の拡張に従って動作し得る。しかしながら、本開示の技法は、いかなる特定のコーデ
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ィング規格にも限定されない。ビデオ圧縮規格の他の例には、MPEG-2およびITU-T H.263
がある。
【００４０】
　図1Aおよび図1Bの例には示されていないが、ビデオエンコーダ20およびビデオデコーダ
30は、それぞれオーディオエンコーダおよびデコーダと統合されてよく、共通のデータス
トリームまたは別個のデータストリーム中のオーディオとビデオの両方の符号化を処理す
るために、適切なMUX-DEMUXユニット、または他のハードウェアおよびソフトウェアを含
み得る。適用可能な場合、いくつかの例では、MUX-DEMUXユニットは、ITU H.223マルチプ
レクサプロトコル、またはユーザデータグラムプロトコル(UDP)のような他のプロトコル
に準拠し得る。
【００４１】
　ビデオエンコーダ20およびビデオデコーダ30は各々、1つまたは複数のマイクロプロセ
ッサ、デジタル信号プロセッサ(DSP)、特定用途向け集積回路(ASIC)、フィールドプログ
ラマブルゲートアレイ(FPGA)、ディスクリート論理、ソフトウェア、ハードウェア、ファ
ームウェアのような、様々な好適なエンコーダ回路のいずれか、またはそれらの任意の組
合せとして実装され得る。本技法が部分的にソフトウェアで実装されるとき、デバイスは
、ソフトウェアのための命令を好適な非一時的コンピュータ可読媒体に記憶し、本開示の
技法を実行するために1つまたは複数のプロセッサを使用してハードウェアでその命令を
実行し得る。ビデオエンコーダ20およびビデオデコーダ30の各々は1つまたは複数のエン
コーダまたはデコーダ中に含まれてよく、そのいずれもが、それぞれのデバイスにおいて
複合エンコーダ/デコーダ(たとえば、コーデック)の一部として統合されてよい。
【００４２】
ビデオコーディング処理
　上で簡単に述べられたように、ビデオエンコーダ20はビデオデータを符号化する。ビデ
オデータは、1つまたは複数のピクチャを備え得る。ピクチャの各々は、ビデオの一部を
形成する静止画像である。いくつかの事例では、ピクチャはビデオ「フレーム」と呼ばれ
得る。ビデオエンコーダ20がビデオデータを符号化するとき、ビデオエンコーダ20はビッ
トストリームを生成し得る。ビットストリームは、ビデオデータのコーディングされた表
現を形成するビットのシーケンスを含み得る。ビットストリームは、コーディングされた
ピクチャと関連データとを含み得る。コーディングされたピクチャは、ピクチャのコーデ
ィングされた表現である。
【００４３】
　ビットストリームを生成するために、ビデオエンコーダ20は、ビデオデータ中の各ピク
チャに対して符号化動作を実行し得る。ビデオエンコーダ20がピクチャに対して符号化動
作を実行するとき、ビデオエンコーダ20は、一連のコーディングされたピクチャと関連デ
ータとを生成し得る。関連データは、ビデオパラメータセット(VPS)と、シーケンスパラ
メータセット(SPS)と、ピクチャパラメータセット(PPS)と、適応パラメータセット(APS)
と、他のシンタックス構造とを含み得る。SPSは、0個以上のピクチャのシーケンスに適用
可能なパラメータを含み得る。PPSは、0個以上のピクチャに適用可能なパラメータを含み
得る。APSは、0個以上のピクチャに適用可能なパラメータを含み得る。APS中のパラメー
タは、PPS中のパラメータよりも変化する可能性が高いパラメータであり得る。
【００４４】
　コーディングされたピクチャを生成するために、ビデオエンコーダ20は、ピクチャを等
しいサイズのビデオブロックに区分し得る。ビデオブロックは、サンプルの2次元アレイ
であり得る。ビデオブロックの各々は、ツリーブロックと関連付けられる。いくつかの事
例では、ツリーブロックは、最大コーディングユニット(LCU)と呼ばれ得る。HEVCのツリ
ーブロックは、H.264/AVCのような、以前の規格のマクロブロックに広い意味で類似し得
る。しかしながら、ツリーブロックは、特定のサイズに必ずしも限定されず、1つまたは
複数のコーディングユニット(CU)を含み得る。ビデオエンコーダ20は、4分木区分を使用
して、ツリーブロックのビデオブロックを、CUと関連付けられたビデオブロックに区分す



(15) JP 6440735 B2 2018.12.19

10

20

30

40

50

ることができ、したがって「ツリーブロック」という名前がある。
【００４５】
　いくつかの例では、ビデオエンコーダ20はピクチャを複数のスライスに区分し得る。ス
ライスの各々は、整数個のCUを含み得る。いくつかの事例では、スライスは整数個のツリ
ーブロックを備える。他の事例では、スライスの境界はツリーブロック内にあり得る。
【００４６】
　ピクチャに対して符号化動作を実行することの一部として、ビデオエンコーダ20は、ピ
クチャの各スライスに対して符号化動作を実行し得る。ビデオエンコーダ20がスライスに
対して符号化動作を実行するとき、ビデオエンコーダ20は、スライスと関連付けられた符
号化されたデータを生成し得る。スライスと関連付けられた符号化されたデータは「コー
ディングされたスライス」と呼ばれ得る。
【００４７】
　コーディングされたスライスを生成するために、ビデオエンコーダ20は、スライス中の
各ツリーブロックに対して符号化動作を実行し得る。ビデオエンコーダ20がツリーブロッ
クに対して符号化動作を実行するとき、ビデオエンコーダ20はコーディングされたツリー
ブロックを生成し得る。コーディングされたツリーブロックは、ツリーブロックの符号化
されたバージョンを表すデータを備え得る。
【００４８】
　ビデオエンコーダ20がコーディングされたスライスを生成するとき、ビデオエンコーダ
20は、ラスター走査順序に従って、スライス中のツリーブロックに対して符号化動作を実
行し得る(たとえば、そのツリーブロックを符号化し得る)。たとえば、ビデオエンコーダ
20は、スライス中のツリーブロックの一番上の行にわたって左から右に進み、次いでツリ
ーブロックの次の下の行にわたって左から右に進み、以下同様に進む順序で、ビデオエン
コーダ20がスライス中のツリーブロックの各々を符号化するまで、スライスのツリーブロ
ックを符号化し得る。
【００４９】
　ラスター走査順序に従ってツリーブロックを符号化した結果として、所与のツリーブロ
ックの上および左のツリーブロックは符号化されていることがあるが、所与のツリーブロ
ックの下および右のツリーブロックはまだ符号化されていない。したがって、ビデオエン
コーダ20は、所与のツリーブロックを符号化するとき、所与のツリーブロックの上および
左のツリーブロックを符号化することによって生成された情報にアクセスすることが可能
であり得る。しかしながら、ビデオエンコーダ20は、所与のツリーブロックを符号化する
とき、所与のツリーブロックの下および右のツリーブロックを符号化することによって生
成された情報にアクセスすることが不可能であり得る。
【００５０】
　コーディングされたツリーブロックを生成するために、ビデオエンコーダ20は、ツリー
ブロックのビデオブロックに対して4分木区分を再帰的に実行して、ビデオブロックを徐
々により小さくなるビデオブロックに分割し得る。より小さなビデオブロックの各々は、
異なるCUと関連付けられ得る。たとえば、ビデオエンコーダ20は、ツリーブロックのビデ
オブロックを4つの等しいサイズのサブブロックに区分し、サブブロックの1つまたは複数
を、4つの等しいサイズのサブサブブロックに区分することができ、以下同様である。区
分されたCUは、そのビデオブロックが他のCUと関連付けられるビデオブロックに区分され
た、CUであり得る。区分されていないCUは、そのビデオブロックが他のCUと関連付けられ
たビデオブロックに区分されていない、CUであり得る。
【００５１】
　ビットストリーム中の1つまたは複数のシンタックス要素は、ビデオエンコーダ20がツ
リーブロックのビデオブロックを区分し得る最大の回数を示し得る。CUのビデオブロック
は、形状が正方形であり得る。CUのビデオブロックのサイズ(たとえば、CUのサイズ)は、
8×8のピクセルから、最大で64×64以上のピクセルをもつツリーブロックのビデオブロッ
クのサイズ(たとえば、ツリーブロックのサイズ)にまで及び得る。



(16) JP 6440735 B2 2018.12.19

10

20

30

40

50

【００５２】
　ビデオエンコーダ20は、z走査順序に従って、ツリーブロックの各CUに対して符号化動
作を実行し得る(たとえば、各CUを符号化し得る)。言い換えれば、ビデオエンコーダ20は
、左上のCUと、右上のCUと、左下のCUと、次いで右下のCUとを、その順序で符号化し得る
。ビデオエンコーダ20が、区分されたCUに対して符号化動作を実行するとき、ビデオエン
コーダ20は、z走査順序に従って、区分されたCUのビデオブロックのサブブロックと関連
付けられたCUを符号化し得る。言い換えれば、ビデオエンコーダ20は、左上のサブブロッ
クと関連付けられたCUと、右上のサブブロックと関連付けられたCUと、左下のサブブロッ
クと関連付けられたCUと、次いで右下のサブブロックと関連付けられたCUとを、その順序
で符号化し得る。
【００５３】
　z走査順序に従ってツリーブロックのCUを符号化した結果として、所与のCUの上、左上
、右上、左、および左下のCUは符号化されていることがある。所与のCUの下および右のCU
はまだ符号化されていない。したがって、ビデオエンコーダ20は、所与のCUを符号化する
とき、所与のCUに隣接するいくつかのCUを符号化することによって生成された情報にアク
セスすることが可能であり得る。しかしながら、ビデオエンコーダ20は、所与のCUを符号
化するとき、所与のCUに隣接する他のCUを符号化することによって生成された情報にアク
セスすることが不可能であり得る。
【００５４】
　ビデオエンコーダ20が区分されていないCUを符号化するとき、ビデオエンコーダ20は、
CUのために1つまたは複数の予測ユニット(PU)を生成し得る。CUのPUの各々は、CUのビデ
オブロック内の異なるビデオブロックと関連付けられ得る。ビデオエンコーダ20は、CUの
各PUのための予測されたビデオブロックを生成し得る。PUの予測されたビデオブロックは
、サンプルのブロックであり得る。ビデオエンコーダ20は、イントラ予測またはインター
予測を使用して、PUのための予測されたビデオブロックを生成し得る。
【００５５】
　ビデオエンコーダ20がイントラ予測を使用してPUの予測されたビデオブロックを生成す
るとき、ビデオエンコーダ20は、PUと関連付けられたピクチャの復号されたサンプルに基
づいて、PUの予測されたビデオブロックを生成し得る。ビデオエンコーダ20がイントラ予
測を使用してCUのPUの予測されたビデオブロックを生成する場合、CUはイントラ予測され
たCUである。ビデオエンコーダ20がインター予測を使用してPUの予測されたビデオブロッ
クを生成するとき、ビデオエンコーダ20は、PUと関連付けられたピクチャ以外の1つまた
は複数のピクチャの復号されたサンプルに基づいて、PUの予測されたビデオブロックを生
成し得る。ビデオエンコーダ20がインター予測を使用してCUのPUの予測されたビデオブロ
ックを生成する場合、CUはインター予測されたCUである。
【００５６】
　さらに、ビデオエンコーダ20がインター予測を使用してPUのための予測されたビデオブ
ロックを生成するとき、ビデオエンコーダ20はPUの動き情報を生成し得る。PUの動き情報
は、PUの1つまたは複数の参照ブロックを示し得る。PUの各参照ブロックは、参照ピクチ
ャ内のビデオブロックであり得る。参照ピクチャは、PUと関連付けられたピクチャ以外の
ピクチャであり得る。いくつかの事例では、PUの参照ブロックは、PUの「参照サンプル」
と呼ばれることもある。ビデオエンコーダ20は、PUの参照ブロックに基づいて、PUのため
の予測されたビデオブロックを生成し得る。
【００５７】
　ビデオエンコーダ20がCUの1つまたは複数のPUのための予測されたビデオブロックを生
成した後、ビデオエンコーダ20は、CUのPUのための予測されたビデオブロックに基づいて
、CUの残差データを生成し得る。CUの残差データは、CUのPUのための予測されたビデオブ
ロック中のサンプルと、CUの元のビデオブロック中のサンプルとの間の差を示し得る。
【００５８】
　さらに、区分されていないCUに対して符号化動作を実行することの一部として、ビデオ
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エンコーダ20は、CUの残差データに対して再帰的な4分木区分を実行して、CUの残差デー
タを、CUの変換ユニット(TU)と関連付けられた残差データの1つまたは複数のブロック(た
とえば、残差ビデオブロック)に区分し得る。CUの各TUは、異なる残差ビデオブロックと
関連付けられ得る。
【００５９】
　ビデオエンコーダ20は、TUと関連付けられた変換係数ブロック(たとえば、変換係数の
ブロック)を生成するために、TUと関連付けられた残差ビデオブロックに1つまたは複数の
変換を適用し得る。概念的に、変換係数ブロックは変換係数の2次元(2D)行列であり得る
。
【００６０】
　変換係数ブロックを生成した後、ビデオエンコーダ20は、変換係数ブロックに対して量
子化処理を実行し得る。量子化は、一般に、変換係数を表すために使用されるデータの量
をできるだけ低減するために変換係数が量子化され、さらなる圧縮を実現する処理を指す
。量子化処理は、変換係数の一部またはすべてと関連付けられるビット深度を低減するこ
とができる。たとえば、量子化中にnビットの変換係数がmビットの変換係数へと切り捨て
られることがあり、ただしnはmよりも大きい。
【００６１】
　ビデオエンコーダ20は、各CUを量子化パラメータ(QP)値と関連付け得る。CUと関連付け
られたQP値は、ビデオエンコーダ20が、CUと関連付けられた変換係数ブロックをどのよう
に量子化するかを決定し得る。ビデオエンコーダ20は、CUと関連付けられたQP値を調整す
ることによって、CUと関連付けられた変換係数ブロックに適用される量子化の程度を調整
し得る。
【００６２】
　ビデオエンコーダ20が変換係数ブロックを量子化した後、ビデオエンコーダ20は、量子
化された変換係数ブロック中で変換係数を表すシンタックス要素のセットを生成し得る。
ビデオエンコーダ20は、これらのシンタックス要素のうちのいくつかに、コンテキスト適
応型バイナリ算術コーディング(CABAC)動作のようなエントロピー符号化動作を適用し得
る。コンテキスト適応型可変長コーディング(CALVC)、確率間隔区分エントロピー(PIPE)
コーディング、または他のバイナリ算術コーディングのような、他のエントロピーコーデ
ィング技法も使用され得る。
【００６３】
　ビデオエンコーダ20によって生成されるビットストリームは、一連のネットワーク抽象
化レイヤ(NAL)ユニットを含み得る。NALユニットの各々は、NALユニット中のデータのタ
イプの指示と、データを含むバイトとを含む、シンタックス構造であり得る。たとえば、
NALユニットは、ビデオパラメータセット、シーケンスパラメータセット、ピクチャパラ
メータセット、コーディングされたスライス、補足エンハンスメント情報(SEI)、アクセ
スユニットデリミタ、フィラーデータ、または別のタイプのデータを表すデータを含み得
る。NALユニット中のデータは、様々なシンタックス構造を含み得る。
【００６４】
　ビデオデコーダ30は、ビデオエンコーダ20によって生成されたビットストリームを受信
し得る。ビットストリームは、ビデオエンコーダ20によって符号化されたビデオデータの
コーディングされた表現を含み得る。ビデオデコーダ30がビットストリームを受信すると
き、ビデオデコーダ30は、ビットストリームに対して解析動作を実行し得る。ビデオデコ
ーダ30が解析動作を実行するとき、ビデオデコーダ30は、ビットストリームからシンタッ
クス要素を抽出し得る。ビデオデコーダ30は、ビットストリームから抽出されたシンタッ
クス要素に基づいて、ビデオデータのピクチャを再構築し得る。シンタックス要素に基づ
いてビデオデータを再構築するための処理は、一般に、シンタックス要素を生成するため
にビデオエンコーダ20によって実行される処理とは逆であり得る。
【００６５】
　ビデオデコーダ30がCUと関連付けられたシンタックス要素を抽出した後、ビデオデコー
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ダ30は、シンタックス要素に基づいて、CUのPUのための予測されたビデオブロックを生成
し得る。加えて、ビデオデコーダ30は、CUのTUと関連付けられた変換係数ブロックを逆量
子化し得る。ビデオデコーダ30は、変換係数ブロックに対して逆変換を実行して、CUのTU
と関連付けられた残差ビデオブロックを再構築し得る。予測されたビデオブロックを生成
し、残差ビデオブロックを再構築した後、ビデオデコーダ30は、予測されたビデオブロッ
クと残差ビデオブロックとに基づいてCUのビデオブロックを再構築し得る。このようにし
て、ビデオデコーダ30は、ビットストリーム中のシンタックス要素に基づいて、CUのビデ
オブロックを再構築し得る。
【００６６】
ビデオエンコーダ
　図2Aは、本開示で説明される態様による技法を実装し得るビデオエンコーダ20の例を示
すブロック図である。ビデオデコーダ20は、HEVCの場合のように、ビデオフレームの単一
のレイヤを処理するように構成され得る。さらに、ビデオエンコーダ20は、本開示の技法
のいずれかまたはすべてを実行するように構成され得る。いくつかの例では、本開示で説
明される技法は、ビデオエンコーダ20の様々なコンポーネント間で共有され得る。いくつ
かの例では、追加または代替として、プロセッサ(図示されず)が、本開示で説明される技
法のいずれかまたはすべてを実行するように構成され得る。
【００６７】
　説明の目的で、本開示は、HEVCコーディングの状況においてビデオエンコーダ20を説明
する。しかしながら、本開示の技法は他のコーディング規格または方法に適用可能であり
得る。図2Aに示される例は、シングルレイヤコーデックのためのものである。しかしなが
ら、図2Bに関してさらに説明されるように、ビデオエンコーダ20の一部またはすべてが、
マルチレイヤコーデックの処理のために複製され得る。
【００６８】
　ビデオエンコーダ20は、ビデオスライス内のビデオブロックのイントラコーディングお
よびインターコーディングを実行し得る。イントラコーディングは、空間的予測を利用し
て、所与のビデオフレームまたはピクチャ内のビデオの空間冗長性を低減または除去する
。インターコーディングは、時間的予測を利用して、ビデオシーケンスの隣接するフレー
ムまたはピクチャ内のビデオの時間的冗長性を低減または除去する。イントラモード(Iモ
ード)は、いくつかの空間ベースのコーディングモードのいずれかを指し得る。単方向予
測(Pモード)または双方向予測(Bモード)のようなインターモードは、いくつかの時間ベー
スのコーディングモードのいずれかを指し得る。
【００６９】
　図2Aの例では、ビデオエンコーダ20は複数の機能コンポーネントを含む。ビデオエンコ
ーダ20の機能コンポーネントは、予測処理ユニット100と、残差生成ユニット102と、変換
処理ユニット104と、量子化ユニット106と、逆量子化ユニット108と、逆変換ユニット110
と、再構築ユニット112と、フィルタユニット113と、復号ピクチャバッファ114と、エン
トロピー符号化ユニット116とを含む。予測処理ユニット100は、インター予測ユニット12
1と、動き推定ユニット122と、動き補償ユニット124と、イントラ予測ユニット126と、レ
イヤ間予測ユニット128とを含む。他の例では、ビデオエンコーダ20は、より多数の、よ
り少数の、または異なる機能コンポーネントを含み得る。さらに、動き推定ユニット122
および動き補償ユニット124は、高度に統合され得るが、図2Aの例では、説明の目的で別
々に表されている。
【００７０】
　ビデオエンコーダ20は、ビデオデータを受信し得る。ビデオエンコーダ20は、様々なソ
ースからビデオデータを受信し得る。たとえば、ビデオエンコーダ20は、(たとえば、図1
Aまたは図1Bに示された)ビデオソース18、または別のソースからビデオデータを受信し得
る。ビデオデータは、一連のピクチャを表し得る。ビデオデータを符号化するために、ビ
デオエンコーダ20は、ピクチャの各々に対して符号化動作を実行し得る。ピクチャに対し
て符号化動作を実行することの一部として、ビデオエンコーダ20は、ピクチャの各スライ
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スに対して符号化動作を実行し得る。スライスに対して符号化動作を実行することの一部
として、ビデオエンコーダ20は、スライス中のツリーブロックに対して符号化動作を実行
し得る。
【００７１】
　ツリーブロックに対して符号化動作を実行することの一部として、予測処理ユニット10
0は、ツリーブロックのビデオブロックに対して4分木区分を実行して、ビデオブロックを
徐々により小さくなるビデオブロックに分割し得る。より小さなビデオブロックの各々は
、異なるCUと関連付けられ得る。たとえば、予測処理ユニット100は、ツリーブロックの
ビデオブロックを4つの等しいサイズのサブブロックに区分し、サブブロックの1つまたは
複数を、4つの等しいサイズのサブサブブロックに区分することができ、以下同様である
。
【００７２】
　CUと関連付けられたビデオブロックのサイズは、8×8のサンプルから、最大で64×64以
上のサンプルをもつツリーブロックのサイズにまで及び得る。本開示では、「N×N(NxN)
」および「N×N(N by N)」は、垂直方向の寸法および水平方向の寸法に関するビデオブロ
ックのサンプルの寸法、たとえば、16×16(16x16)のサンプルまたは16×16(16 by 16)の
サンプルを指すために交換可能に使用され得る。一般に、16×16のビデオブロックは、垂
直方向に16個のサンプルを有し(y=16)、水平方向に16個のサンプルを有する(x=16)。同様
に、N×Nのブロックは、一般に、垂直方向にN個のサンプルを有し、水平方向にN個のサン
プルを有し、ここで、Nは非負の整数値を表す。
【００７３】
　さらに、ツリーブロックに対して符号化動作を実行することの一部として、予測処理ユ
ニット100は、ツリーブロックのための階層的な4分木データ構造を生成し得る。たとえば
、ツリーブロックは、4分木データ構造のルートノードに対応し得る。予測処理ユニット1
00がツリーブロックのビデオブロックを4つのサブブロックに区分する場合、ルートノー
ドは、4分木データ構造中に4つの子ノードを有する。子ノードの各々は、サブブロックの
1つと関連付けられたCUに対応する。予測処理ユニット100がサブブロックの1つを4つのサ
ブサブブロックに区分する場合、サブブロックと関連付けられたCUに対応するノードは、
サブサブブロックの1つと関連付けられたCUに各々が対応する、4つの子ノードを有し得る
。
【００７４】
　4分木データ構造の各ノードは、対応するツリーブロックまたはCUのシンタックスデー
タ(たとえば、シンタックス要素)を含み得る。たとえば、4分木の中のノードは、そのノ
ードに対応するCUのビデオブロックが4つのサブブロックに区分(たとえば、分割)されて
いるかどうかを示す分割フラグを含み得る。CUのためのシンタックス要素は、再帰的に定
義されてよく、CUのビデオブロックがサブブロックに分割されているかどうかに依存し得
る。ビデオブロックが区分されていないCUは、4分木データ構造におけるリーフノードに
対応し得る。コーディングされたツリーブロックは、対応するツリーブロックのための4
分木データ構造に基づくデータを含み得る。
【００７５】
　ビデオエンコーダ20は、ツリーブロックの区分されていない各々のCUに対して符号化動
作を実行し得る。ビデオエンコーダ20が、区分されていないCUに対して符号化動作を実行
するとき、ビデオエンコーダ20は、区分されていないCUの符号化された表現を表すデータ
を生成する。
【００７６】
　CUに対して符号化動作を実行することの一部として、予測処理ユニット100は、CUの1つ
または複数のPUの中で、CUのビデオブロックを区分し得る。ビデオエンコーダ20およびビ
デオデコーダ30は、様々なPUサイズをサポートし得る。特定のCUのサイズが2N×2Nである
と仮定すると、ビデオエンコーダ20およびビデオデコーダ30は、2N×2NまたはN×Nという
PUサイズと、2N×2N、2N×N、N×2N、N×N、2N×nU、nL×2N、nR×2N、または同様の対称
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なPUサイズでのインター予測とをサポートし得る。ビデオエンコーダ20およびビデオデコ
ーダ30は、2N×nU、2N×nD、nL×2N、およびnR×2NというPUサイズに対する非対称区分も
サポートし得る。いくつかの例では、予測処理ユニット100は、CUのビデオブロックの辺
と直角に交わらない境界に沿ってCUのPUの間でCUのビデオブロックを区分するように、幾
何学的な区分を実行し得る。
【００７７】
　インター予測ユニット121は、CUの各PUに対してインター予測を実行し得る。インター
予測は、時間圧縮を実現し得る。PUに対してインター予測を実行するために、動き推定ユ
ニット122は、PUのための動き情報を生成し得る。動き補償ユニット124は、PUベースの動
き情報およびCUと関連付けられたピクチャ以外のピクチャ(たとえば、参照ピクチャ)の復
号されたサンプルのための、予測されたビデオブロックを生成し得る。本開示では、動き
補償ユニット124によって生成される予測されたビデオブロックは、インター予測された
ビデオブロックと呼ばれることがある。
【００７８】
　スライスは、Iスライス、Pスライス、またはBスライスであり得る。動き推定ユニット1
22および動き補償ユニット124は、PUがIスライス中にあるか、Pスライス中にあるか、ま
たはBスライス中にあるかに応じて、CUのPUのために異なる動作を実行し得る。Iスライス
中では、すべてのPUがイントラ予測される。したがって、PUがIスライス中にある場合、
動き推定ユニット122および動き補償ユニット124は、PUに対してインター予測を実行しな
い。
【００７９】
　PUがPスライス中にある場合、PUを含むピクチャは、「リスト0」と呼ばれる参照ピクチ
ャのリストと関連付けられる。リスト0中の参照ピクチャの各々は、他のピクチャのイン
ター予測に使用され得るサンプルを含む。動き推定ユニット122が、Pスライス中のPUに関
して動き推定動作を実行するとき、動き推定ユニット122は、PUのための参照ブロックに
ついて、リスト0中の参照ピクチャを探索し得る。PUの参照ブロックは、PUのビデオブロ
ック中のサンプルに最も密接に対応するサンプルのセット、たとえば、サンプルのブロッ
クであり得る。動き推定ユニット122は、参照ピクチャ中のサンプルのセットがどの程度
密接にPUのビデオブロック中のサンプルに対応するかを決定するために、様々な尺度を使
用し得る。たとえば、動き推定ユニット122は、絶対差分和(SAD)、2乗差分和(SSD)、また
は他の差分尺度によって、参照ピクチャ中のサンプルのセットがどの程度密接にPUのビデ
オブロック中のサンプルに対応するかを決定し得る。
【００８０】
　Pスライス中のPUの参照ブロックを識別した後、動き推定ユニット122は、参照ブロック
を含むリスト0中の参照ピクチャを示す参照インデックスと、PUと参照ブロックとの間の
空間変位を示す動きベクトルとを生成し得る。様々な例において、動き推定ユニット122
は、動きベクトルを変化する精度で生成し得る。たとえば、動き推定ユニット122は、1/4
サンプル精度、1/8サンプル精度、または他の分数のサンプル精度で動きベクトルを生成
し得る。分数のサンプル精度の場合、参照ブロック値は、参照ピクチャ中の整数位置のサ
ンプル値から補間され得る。動き推定ユニット122は、PUの動き情報として、参照インデ
ックスと動きベクトルとを出力し得る。動き補償ユニット124は、PUの動き情報によって
識別された参照ブロックに基づいて、PUの予測されるビデオブロックを生成し得る。
【００８１】
　PUがBスライス中にある場合、PUを含むピクチャは、「リスト0」および「リスト1」と
呼ばれる参照ピクチャの2つのリストと関連付けられ得る。いくつかの例では、Bスライス
を含むピクチャは、リスト0およびリスト1の組合せである、リストの組合せと関連付けら
れ得る。
【００８２】
　さらに、PUがBスライス中にある場合、動き推定ユニット122は、PUのための単方向予測
または双方向予測を実行し得る。動き推定ユニット122がPUのための単方向予測を実行す
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るとき、動き推定ユニット122は、PUのための参照ブロックについて、リスト0またはリス
ト1の参照ピクチャを探索し得る。動き推定ユニット122は次いで、参照ブロックを含む、
リスト0またはリスト1中の参照ピクチャを示す参照インデックスと、PUと参照ブロックと
の間の空間変位を示す動きベクトルとを生成し得る。動き推定ユニット122は、PUの動き
情報として、参照インデックスと、予測方向インジケータと、動きベクトルとを出力し得
る。予測方向インジケータは、参照インデックスがリスト0中の参照ピクチャを示すのか
またはリスト1中の参照ピクチャを示すのかを示し得る。動き補償ユニット124は、PUの動
き情報によって示された参照ブロックに基づいて、PUの予測されたビデオブロックを生成
し得る。
【００８３】
　動き推定ユニット122がPUのための双方向予測を実行するとき、動き推定ユニット122は
、PUのための参照ブロックについて、リスト0中の参照ピクチャを探索することができ、
また、PUのための別の参照ブロックについて、リスト1中の参照ピクチャを探索すること
ができる。動き推定ユニット122は次いで、参照ブロックを含む、リスト0およびリスト1
中の参照ピクチャを示す参照インデックスと、参照ブロックとPUとの間の空間変位を示す
動きベクトルとを生成し得る。動き推定ユニット122は、PUの動き情報として、PUの参照
インデックスと動きベクトルとを出力し得る。動き補償ユニット124は、PUの動き情報に
よって示された参照ブロックに基づいて、PUの予測されるビデオブロックを生成し得る。
【００８４】
　いくつかの事例では、動き推定ユニット122は、PUのための動き情報の完全なセットを
エントロピー符号化ユニット116に出力しない。そうではなく、動き推定ユニット122は、
別のPUの動き情報を参照して、PUの動き情報をシグナリングし得る。たとえば、動き推定
ユニット122は、PUの動き情報が、隣接PUの動き情報と十分に類似していると決定し得る
。この例では、動き推定ユニット122は、PUと関連付けられたシンタックス構造において
、PUが隣接PUと同じ動き情報を有することをビデオデコーダ30に示す値を示し得る。別の
例では、動き推定ユニット122は、PUと関連付けられたシンタックス構造において、隣接P
Uと動きベクトル差分(MVD)とを識別し得る。動きベクトル差分は、PUの動きベクトルと、
示される隣接PUの動きベクトルとの差分を示す。ビデオデコーダ30は、示される隣接PUの
動きベクトルと、動きベクトルの差分とを使用して、PUの動きベクトルを決定し得る。第
2のPUの動き情報をシグナリングするときに第1のPUの動き情報を参照することによって、
ビデオエンコーダ20は、より少数のビットを使用して、第2のPUの動き情報をシグナリン
グすることが可能であり得る。
【００８５】
　CUに対して符号化動作を実行することの一部として、イントラ予測ユニット126は、CU
のPUに対してイントラ予測を実行し得る。イントラ予測は、空間圧縮を実現し得る。イン
トラ予測ユニット126がPUに対してイントラ予測を実行するとき、イントラ予測ユニット1
26は、同じピクチャ中の他のPUの復号されたサンプルに基づいて、PUのための予測データ
を生成し得る。PUのための予測データは、予測されるビデオブロックと様々なシンタック
ス要素とを含み得る。イントラ予測ユニット126は、Iスライス、Pスライス、およびBスラ
イス中のPUに対してイントラ予測を実行し得る。
【００８６】
　PUに対してイントラ予測を実行するために、イントラ予測ユニット126は、PUのための
予測データの複数のセットを生成するために、複数のイントラ予測モードを使用し得る。
イントラ予測ユニット126がイントラ予測モードを使用してPUのための予測データのセッ
トを生成するとき、イントラ予測ユニット126は、イントラ予測モードと関連付けられる
方向および/または勾配で、隣接PUのビデオブロックからPUのビデオブロックにわたって
サンプルを延ばし得る。PU、CU、およびツリーブロックについて左から右、上から下の符
号化順序を仮定すると、隣接PUは、PUの上、右上、左上、または左にあり得る。イントラ
予測ユニット126は、PUのサイズに応じて、様々な数のイントラ予測モード、たとえば、3
3個の方向性イントラ予測モードを使用し得る。
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【００８７】
　予測処理ユニット100は、PUについて動き補償ユニット124によって生成された予測デー
タ、またはPUについてイントラ予測ユニット126によって生成された予測データの中から
、PUのための予測データを選択し得る。いくつかの例では、予測処理ユニット100は、予
測データのセットのレート/ひずみの尺度に基づいて、PUのための予測データを選択する
。
【００８８】
　予測処理ユニット100が、イントラ予測ユニット126によって生成された予測データを選
択する場合、予測処理ユニット100は、PUの予測データを生成するために使用されたイン
トラ予測モード、たとえば、選択されたイントラ予測モードをシグナリングし得る。予測
処理ユニット100は、選択されたイントラ予測モードを様々な方法でシグナリングし得る
。たとえば、選択されたイントラ予測モードは、隣接PUのイントラ予測モードと同じであ
る可能性があり得る。言い換えれば、隣接PUのイントラ予測モードは、現在のPUに対して
最も可能性のあるモードであり得る。したがって、予測処理ユニット100は、選択された
イントラ予測モードが隣接PUのイントラ予測モードと同じであることを示すための、シン
タックス要素を生成し得る。
【００８９】
　上で説明されたように、ビデオエンコーダ20は、レイヤ間予測ユニット128を含み得る
。レイヤ間予測ユニット128は、SHVCにおいて利用可能である1つまたは複数の異なるレイ
ヤ(たとえば、ベースレイヤまたは参照レイヤ)を使用して、現在のブロック(たとえば、E
L中の現在のブロック)を予測するように構成される。そのような予測は、レイヤ間予測と
呼ばれることがある。レイヤ間予測ユニット128は、レイヤ間の冗長性を低減するための
予測方法を利用し、それによって、コーディング効率を改善し、計算リソースの要件を下
げる。レイヤ間予測のいくつかの例は、レイヤ間イントラ予測、レイヤ間動き予測、およ
びレイヤ間残差予測を含む。レイヤ間イントラ予測は、エンハンスメントレイヤ中の現在
のブロックを予測するために、ベースレイヤの中で併置されているブロックの再構築を使
用する。レイヤ間動き予測は、エンハンスメントレイヤ中の動作を予測するために、ベー
スレイヤの動き情報を使用する。レイヤ間残差予測は、エンハンスメントレイヤの残差を
予測するために、ベースレイヤの残差を使用する。
【００９０】
　予測処理ユニット100がCUのPUのための予測データを選択した後、残差生成ユニット102
は、CUのビデオブロックからCUのPUの予測されたビデオブロックを差し引くこと(たとえ
ば、マイナス符号によって示される)によって、CUの残差データを生成し得る。CUの残差
データは、CUのビデオブロック中のサンプルの異なるサンプル成分に対応する、2D残差ビ
デオブロックを含み得る。たとえば、残差データは、CUのPUの予測されるビデオブロック
中のサンプルのルミナンス成分と、CUの元のビデオブロック中のサンプルのルミナンス成
分との間の差分に対応する、残差ビデオブロックを含み得る。加えて、CUの残差データは
、CUのPUの予測されるビデオブロック中のサンプルのクロミナンス成分と、CUの元のビデ
オブロック中のサンプルのクロミナンス成分との間の差分に対応する、残差ビデオブロッ
クを含み得る。
【００９１】
　予測処理ユニット100は、4分木区分を実行して、CUの残差ビデオブロックをサブブロッ
クに区分し得る。分割されていない各残差ビデオブロックは、CUの異なるTUと関連付けら
れ得る。CUのTUと関連付けられる残差ビデオブロックのサイズおよび位置は、CUのPUと関
連付けられたビデオブロックのサイズおよび位置に基づいてよく、または基づかなくてよ
い。「残差4分木」(RQT)と呼ばれる4分木構造は、残差ビデオブロックの各々と関連付け
られたノードを含み得る。CUのTUは、RQTのリーフノードに対応し得る。
【００９２】
　変換処理ユニット104は、TUと関連付けられた残差ビデオブロックに1つまたは複数の変
換を適用することによって、CUの各TUのための1つまたは複数の変換係数ブロックを生成
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し得る。変換係数ブロックの各々は、変換係数の2D行列であり得る。変換処理ユニット10
4は、TUと関連付けられた残差ビデオブロックに様々な変換を適用し得る。たとえば、変
換処理ユニット104は、離散コサイン変換(DCT)、方向性変換、または概念的に同様の変換
を、TUと関連付けられた残差ビデオブロックに適用し得る。
【００９３】
　変換処理ユニット104が、TUと関連付けられた変換係数ブロックを生成した後、量子化
ユニット106は、変換係数ブロック中の変換係数を量子化し得る。量子化ユニット106は、
CUと関連付けられたQP値に基づいて、CUのTUと関連付けられた変換係数ブロックを量子化
し得る。
【００９４】
　ビデオエンコーダ20は、様々な方法でQP値をCUと関連付け得る。たとえば、ビデオエン
コーダ20は、CUと関連付けられたツリーブロックに対してレートひずみ分析を実行し得る
。レートひずみ分析では、ビデオエンコーダ20は、ツリーブロックに対して符号化動作を
複数回実行することによって、ツリーブロックの複数のコーディングされた表現を生成し
得る。ビデオエンコーダ20がツリーブロックの異なる符号化された表現を生成するとき、
ビデオエンコーダ20は、異なるQP値をCUと関連付け得る。ビデオエンコーダ20は、最小の
ビットレートおよびひずみの尺度を有するツリーブロックのコーディングされた表現にお
いて所与のQP値がCUと関連付けられるとき、所与のQP値がCUと関連付けられることをシグ
ナリングし得る。
【００９５】
　逆量子化ユニット108および逆変換ユニット110は、変換係数ブロックから残差ビデオブ
ロックを再構築するために、それぞれ、逆量子化と逆変換とを変換係数ブロックに適用し
得る。再構築ユニット112は、TUと関連付けられる再構築されたビデオブロックを生成す
るために、再構築された残差ビデオブロックを、予測処理ユニット100によって生成され
た1つまたは複数の予測されたビデオブロックからの対応するサンプルに追加し得る。こ
のようにCUの各TUのためのビデオブロックを再構築することによって、ビデオエンコーダ
20は、CUのビデオブロックを再構築し得る。
【００９６】
　再構築ユニット112がCUのビデオブロックを再構築した後、フィルタユニット113は、CU
と関連付けられたビデオブロックにおけるブロッキングアーティファクトを低減するため
に、デブロッキング動作を実行し得る。1つまたは複数のデブロッキング動作を実行した
後、フィルタユニット113は、CUの再構築されたビデオブロックを復号ピクチャバッファ1
14に記憶し得る。動き推定ユニット122および動き補償ユニット124は、再構築されたビデ
オブロックを含む参照ピクチャを使用して、後続のピクチャのPUに対してインター予測を
実行し得る。加えて、イントラ予測ユニット126は、復号ピクチャバッファ114の中の再構
築されたビデオブロックを使用して、CUと同じピクチャ中の他のPUに対してイントラ予測
を実行し得る。
【００９７】
　エントロピー符号化ユニット116は、ビデオエンコーダ20の他の機能コンポーネントか
らデータを受信し得る。たとえば、エントロピー符号化ユニット116は、量子化ユニット1
06から変換係数ブロックを受け取ることができ、予測処理ユニット100からシンタックス
要素を受け取ることができる。エントロピー符号化ユニット116がデータを受信するとき
、エントロピー符号化ユニット116は、1つまたは複数のエントロピー符号化動作を実行し
て、エントロピー符号化されたデータを生成し得る。たとえば、ビデオエンコーダ20は、
CALVC動作、CABAC動作、変数間(V2V)レングスコーディング動作、シンタックスベースコ
ンテキスト適応型バイナリ算術コーディング(SBAC)動作、確率間隔区分エントロピー(PIP
E)コーディング動作、または別のタイプのエントロピー符号化動作をデータに対して実行
し得る。エントロピー符号化ユニット116は、エントロピー符号化されたデータを含むビ
ットストリームを出力し得る。
【００９８】
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　データに対してエントロピー符号化動作を実行することの一部として、エントロピー符
号化ユニット116は、コンテキストモデルを選択し得る。エントロピー符号化ユニット116
がCABAC動作を実行している場合、コンテキストモデルは、特定の値を有する特定のビン
の確率の推定値を示し得る。CABACの状況では、「ビン」という用語は、シンタックス要
素の2値化されたバージョンのビットを指すために使用される。
【００９９】
マルチレイヤビデオエンコーダ
　図2Bは、本開示で説明される態様による技法を実装し得る(単にビデオエンコーダ23と
も呼ばれる)マルチレイヤビデオエンコーダ23の例を示すブロック図である。ビデオエン
コーダ23は、SHVCおよびMV-HEVCの場合のように、マルチレイヤビデオフレームを処理す
るように構成され得る。さらに、ビデオエンコーダ23は、本開示の技法のいずれかまたは
すべてを実行するように構成され得る。
【０１００】
　ビデオエンコーダ23はビデオエンコーダ20Aとビデオエンコーダ20Bとを含み、それらの
各々はビデオエンコーダ20として構成されてよく、ビデオエンコーダ20に関して上で説明
された機能を実行し得る。さらに、参照番号の再使用によって示されるように、ビデオエ
ンコーダ20Aおよび20Bは、ビデオエンコーダ20としてのシステムおよびサブシステムの少
なくともいくつかを含み得る。ビデオエンコーダ23は、2つのビデオエンコーダ20Aおよび
20Bを含むように示されるが、ビデオエンコーダ23は、そのように限定されず、任意の数
のビデオエンコーダ20のレイヤを含み得る。いくつかの実施形態では、ビデオエンコーダ
23は、アクセスユニット中の各ピクチャまたは各フレームに対してビデオエンコーダ20を
含み得る。たとえば、5つのピクチャを含むアクセスユニットは、5つのエンコーダレイヤ
を含むビデオエンコーダによって処理または符号化され得る。いくつかの実施形態では、
ビデオエンコーダ23は、アクセスユニット中のフレームよりも多くのエンコーダレイヤを
含み得る。いくつかのそのような場合では、ビデオエンコーダのレイヤのいくつかは、い
くつかのアクセスユニットを処理するときに無効であり得る。
【０１０１】
　ビデオエンコーダ20Aおよび20Bに加えて、ビデオエンコーダ23は、リサンプリングユニ
ット90を含み得る。いくつかの場合、リサンプリングユニット90は、たとえば、エンハン
スメントレイヤを作成するために、受信されたビデオフレームのベースレイヤをアップサ
ンプリングし得る。リサンプリングユニット90は、フレームの受信されたベースレイヤと
関連付けられた特定の情報をアップサンプリングし得るが、他の情報をアップサンプリン
グしないことがある。たとえば、リサンプリングユニット90は、ベースレイヤの空間サイ
ズまたはピクセルの数をアップサンプリングし得るが、スライスの数またはピクチャ順序
カウントは一定のままであり得る。いくつかの場合、リサンプリングユニット90は、受信
されたビデオを処理しないことがあり、および/または任意選択であり得る。たとえば、
いくつかの場合、予測処理ユニット100は、アップサンプリングを実行し得る。いくつか
の実施形態では、リサンプリングユニット90は、レイヤをアップサンプリングし、スライ
ス境界の規則および/またはラスター走査の規則のセットに適合するように1つまたは複数
のスライスを再編成し、再定義し、修正し、または調整するように構成される。アクセス
ユニット中のベースレイヤまたは下位レイヤをアップサンプリングするものとして主に説
明されたが、いくつかの場合、リサンプリングユニット90は、レイヤをダウンサンプリン
グし得る。たとえば、ビデオのストリーミングの間に帯域幅が減少した場合、フレームは
、アップサンプリングされるのではなく、ダウンサンプリングされ得る。
【０１０２】
　リサンプリングユニット90は、下位レイヤエンコーダ(たとえば、ビデオエンコーダ20A
)の復号ピクチャバッファ114からピクチャまたはフレーム(またはピクチャと関連付けら
れたピクチャ情報)を受信し、ピクチャ(または受信されたピクチャ情報)をアップサンプ
リングするように構成され得る。このアップサンプリングされたピクチャは、次いで、下
位レイヤエンコーダと同じアクセスユニット中のピクチャを符号化するように構成された
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、上位レイヤエンコーダ(たとえば、ビデオエンコーダ20B)の予測処理ユニット100に提供
され得る。いくつかの場合、上位レイヤエンコーダは、下位レイヤエンコーダから除去さ
れた1つのレイヤである。他の場合には、図2Bのレイヤ0ビデオエンコーダとレイヤ1エン
コーダとの間に、1つまたは複数の上位レイヤエンコーダがあり得る。
【０１０３】
　いくつかの場合、リサンプリングユニット90は、省略またはバイパスされ得る。そのよ
うな場合、ビデオエンコーダ20Aの復号ピクチャバッファ114からのピクチャは、直接、ま
たは少なくともリサンプリングユニット90に提供されずに、ビデオエンコーダ20Bの予測
処理ユニット100に提供され得る。たとえば、ビデオエンコーダ20Bに提供されたビデオデ
ータ、およびビデオエンコーダ20Aの復号ピクチャバッファ114からの参照ピクチャが、同
じサイズまたは解像度である場合、参照ピクチャは、いかなるリサンプリングも伴わずに
ビデオエンコーダ20Bに提供され得る。
【０１０４】
　いくつかの実施形態では、ビデオエンコーダ23は、ビデオエンコーダ20Aにビデオデー
タを提供する前に、ダウンサンプリングユニット94を使用して下位レイヤエンコーダに供
給されるべきビデオデータをダウンサンプリングする。代替的に、ダウンサンプリングユ
ニット94は、ビデオデータをアップサンプリングまたはダウンサンプリングすることが可
能なリサンプリングユニット90であり得る。さらに他の実施形態では、ダウンサンプリン
グユニット94は省略され得る。
【０１０５】
　図2Bに示されるように、ビデオエンコーダ23はさらに、マルチプレクサ(すなわちmux)9
8を含み得る。mux98は、ビデオエンコーダ23から合成されたビットストリームを出力する
ことができる。合成されたビットストリームは、ビデオエンコーダ20Aおよび20Bの各々か
らビットストリームを取り、所与の時間においてどちらのビットストリームが出力される
かを切り替えることによって作成され得る。いくつかの場合には、2つの(または、3つ以
上のビデオエンコーダレイヤの場合には、より多くの)ビットストリームからのビットが
一度に1ビット切り替えられ得るが、多くの場合、ビットストリームは異なるように合成
され得る。たとえば、出力ビットストリームは、選択されたビットストリームを一度に1
ブロック切り替えることによって作成され得る。別の例では、出力ビットストリームは、
ビデオエンコーダ20Aおよび20Bの各々から1:1ではない比のブロックを出力することによ
って作成され得る。たとえば、ビデオエンコーダ20Aから出力された各ブロックについて
、2つのブロックがビデオエンコーダ20Bから出力され得る。いくつかの実施形態では、mu
x98からの出力ストリームは事前にプログラムされ得る。他の実施形態では、mux98は、ビ
デオエンコーダ23の外部のシステムから、たとえばソースデバイス12を含むソースデバイ
ス上のプロセッサから受信された制御信号に基づいて、ビデオエンコーダ20A、20Bからの
ビットストリームを合成し得る。制御信号は、ビデオソース18からのビデオの解像度また
はビットレートに基づいて、リンク16の帯域幅に基づいて、ユーザと関連付けられるサブ
スクリプション(たとえば、有料サブスクリプション対無料サブスクリプション)に基づい
て、またはビデオエンコーダ23から望まれる解像度出力を決定するための任意の他の要因
に基づいて生成され得る。
【０１０６】
ビデオデコーダ
　図3Aは、本開示で説明される態様による技法を実装し得るビデオデコーダ30の例を示す
ブロック図である。ビデオデコーダ30は、HEVCの場合のように、ビデオフレームの単一の
レイヤを処理するように構成され得る。さらに、ビデオデコーダ30は、本開示の技法のい
ずれかまたはすべてを実行するように構成され得る。いくつかの例では、本開示で説明さ
れる技法は、ビデオデコーダ30の様々なコンポーネント間で共有され得る。いくつかの例
では、追加または代替として、プロセッサ(図示されず)が、本開示で説明される技法のい
ずれかまたはすべてを実行するように構成され得る。
【０１０７】
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　説明の目的で、本開示は、HEVCコーディングの状況においてビデオデコーダ30を説明す
る。しかしながら、本開示の技法は他のコーディング規格または方法に適用可能であり得
る。図3Aに示される例は、シングルレイヤコーデックのためのものである。しかしながら
、図3Bに関してさらに説明されるように、ビデオデコーダ30の一部またはすべてが、マル
チレイヤコーデックの処理のために複製され得る。
【０１０８】
　図3Aの例では、ビデオデコーダ30は複数の機能コンポーネントを含む。ビデオデコーダ
30の機能コンポーネントは、エントロピー復号ユニット150と、予測処理ユニット152と、
逆量子化ユニット154と、逆変換ユニット156と、再構築ユニット158と、フィルタユニッ
ト159と、復号ピクチャバッファ160とを含む。予測処理ユニット152は、動き補償ユニッ
ト162と、イントラ予測ユニット164と、レイヤ間予測ユニット166とを含む。いくつかの
例では、ビデオデコーダ30は、図2Aのビデオエンコーダ20に関して説明された符号化経路
とは全般に逆の復号経路を実行し得る。他の例では、ビデオデコーダ30は、より多数の、
より少数の、または異なる機能コンポーネントを含み得る。
【０１０９】
　ビデオデコーダ30は、符号化されたビデオデータを備えるビットストリームを受信し得
る。ビットストリームは、複数のシンタックス要素を含み得る。ビデオデコーダ30がビッ
トストリームを受信するとき、エントロピー復号ユニット150は、ビットストリームに対
して解析動作を実行し得る。ビットストリームに対して解析動作を実行した結果として、
エントロピー復号ユニット150は、ビットストリームからシンタックス要素を抽出し得る
。解析動作を実行することの一部として、エントロピー復号ユニット150は、ビットスト
リーム中のエントロピー符号化されたシンタックス要素をエントロピー復号し得る。予測
処理ユニット152、逆量子化ユニット154、逆変換ユニット156、再構築ユニット158、およ
びフィルタユニット159は、ビットストリームから抽出されたシンタックス要素に基づい
て復号されたビデオデータを生成する、再構築動作を実行し得る。
【０１１０】
　上で論じられたように、ビットストリームは、一連のNALユニットを備え得る。ビット
ストリームのNALユニットは、ビデオパラメータセットNALユニット、シーケンスパラメー
タセットNALユニット、ピクチャパラメータセットNALユニット、SEI NALユニットなどを
含み得る。ビットストリームに対して解析動作を実行することの一部として、エントロピ
ー復号ユニット150は、シーケンスパラメータセットNALユニットからのシーケンスパラメ
ータセット、ピクチャパラメータセットNALユニットからのピクチャパラメータセット、S
EI NALユニットからのSEIデータなどを抽出しエントロピー復号する、解析動作を実行し
得る。
【０１１１】
　さらに、ビットストリームのNALユニットは、コーディングされたスライスNALユニット
を含み得る。ビットストリームに対して解析動作を実行することの一部として、エントロ
ピー復号ユニット150は、コーディングされたスライスNALユニットからコーディングされ
たスライスを抽出しエントロピー復号する、解析動作を実行し得る。コーディングされた
スライスの各々は、スライスヘッダと、スライスデータとを含み得る。スライスヘッダは
、スライスに関するシンタックス要素を含み得る。スライスヘッダ中のシンタックス要素
は、スライスを含むピクチャと関連付けられたピクチャパラメータセットを識別するシン
タックス要素を含み得る。エントロピー復号ユニット150は、コーディングされたスライ
スヘッダ中のシンタックス要素に対してCABAC復号動作のようなエントロピー復号演算を
実行して、スライスヘッダを復元し得る。
【０１１２】
　コーディングされたスライスNALユニットからスライスデータを抽出することの一部と
して、エントロピー復号ユニット150は、スライスデータ中のコーディングされたCUから
シンタックス要素を抽出する解析動作を実行し得る。抽出されたシンタックス要素は、変
換係数ブロックと関連付けられるシンタックス要素を含み得る。エントロピー復号ユニッ
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ト150は次いで、シンタックス要素のいくつかに対してCABAC復号動作を実行し得る。
【０１１３】
　エントロピー復号ユニット150が区分されていないCUに対して解析動作を実行した後、
ビデオデコーダ30は、区分されていないCUに対して再構築動作を実行し得る。区分されて
いないCUに対して再構築動作を実行するために、ビデオデコーダ30はCUの各TUに対して再
構築動作を実行し得る。CUの各TUについて再構築動作を実行することによって、ビデオデ
コーダ30は、CUと関連付けられた残差ビデオブロックを再構築し得る。
【０１１４】
　TUに対して再構築動作を実行することの一部として、逆量子化ユニット154は、TUと関
連付けられた変換係数ブロックを逆量子化(inverse quantize)、たとえば、逆量子化(de-
quantize)し得る。逆量子化ユニット154は、HEVCのために提案された、またはH.264復号
規格によって定義された逆量子化処理と同様の方式で、変換係数ブロックを逆量子化し得
る。逆量子化ユニット154は、変換係数ブロックのCUのためにビデオエンコーダ20によっ
て計算される量子化パラメータQPを使用して、量子化の程度を決定し、同様に、逆量子化
ユニット154が適用すべき逆量子化の程度を決定し得る。
【０１１５】
　逆量子化ユニット154が変換係数ブロックを逆量子化した後、逆変換ユニット156は、変
換係数ブロックと関連付けられたTUのための残差ビデオブロックを生成し得る。逆変換ユ
ニット156は、変換係数ブロックに逆変換を適用して、TUのための残差ビデオブロックを
生成し得る。たとえば、逆変換ユニット156は、変換係数ブロックに、逆DCT、逆整数変換
、逆カルーネンレーベ変換(KLT)、逆回転変換、逆方向変換、または別の逆変換を適用し
得る。いくつかの例では、逆変換ユニット156は、ビデオエンコーダ20からのシグナリン
グに基づいて、変換係数ブロックに適用すべき逆変換を決定し得る。そのような例では、
逆変換ユニット156は、変換係数ブロックと関連付けられたツリーブロックの4分木のルー
トノードにおけるシグナリングされた変換に基づいて、逆変換を決定し得る。他の例では
、逆変換ユニット156は、ブロックサイズ、コーディングモードなどのような、1つまたは
複数のコーディング特性から逆変換を推測し得る。いくつかの例では、逆変換ユニット15
6はカスケード逆変換を適用し得る。
【０１１６】
　いくつかの例では、動き補償ユニット162は、補間フィルタに基づく補間を実行するこ
とによって、PUの予測されるビデオブロックを改良し得る。サブサンプル精度を有する動
き補償のために使用されるべき補間フィルタのための識別子は、シンタックス要素に含ま
れ得る。動き補償ユニット162は、PUの予測されたビデオブロックの生成の間にビデオエ
ンコーダ20によって使用されたのと同じ補間フィルタを使用して、参照ブロックのサブ整
数サンプルのための補間された値を計算し得る。動き補償ユニット162は、受信されたシ
ンタックス情報に従って、ビデオエンコーダ20によって使用された補間フィルタを決定し
、その補間フィルタを使用して予測されたビデオブロックを生成し得る。
【０１１７】
　PUが、イントラ予測を使用して符号化される場合、イントラ予測ユニット164は、イン
トラ予測を実行して、PUのための予測されたビデオブロックを生成し得る。たとえば、イ
ントラ予測ユニット164は、ビットストリーム中のシンタックス要素に基づいて、PUのた
めのイントラ予測モードを決定し得る。ビットストリームは、PUのイントラ予測モードを
決定するためにイントラ予測ユニット164が使用し得るシンタックス要素を含み得る。
【０１１８】
　いくつかの事例では、シンタックス要素は、イントラ予測ユニット164が現在のPUのイ
ントラ予測モードを決定するために別のPUのイントラ予測モードを使用すべきであること
を、示し得る。たとえば、現在のPUのイントラ予測モードが隣接PUのイントラ予測モード
と同じであることが起こり得る。言い換えれば、隣接PUのイントラ予測モードは、現在の
PUに対して最も可能性のあるモードであり得る。したがって、この例では、ビットストリ
ームは、PUのイントラ予測モードが隣接PUのイントラ予測モードと同じであることを示す
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、小さいシンタックス要素を含み得る。イントラ予測ユニット164は次いで、イントラ予
測モードを使用して、空間的に隣接するPUのビデオブロックに基づいてPUのための予測デ
ータ(たとえば、予測されるサンプル)を生成し得る。
【０１１９】
　上で説明されたように、ビデオデコーダ30もレイヤ間予測ユニット166を含み得る。レ
イヤ間予測ユニット166は、SHVCにおいて利用可能である1つまたは複数の異なるレイヤ(
たとえば、ベースレイヤまたは参照レイヤ)を使用して、現在のブロック(たとえば、エン
ハンスメントレイヤ中の現在のブロック)を予測するように構成される。そのような予測
は、レイヤ間予測と呼ばれることがある。レイヤ間予測ユニット166は、レイヤ間の冗長
性を低減するための予測方法を利用し、それによって、コーディング効率を改善し、計算
リソースの要件を下げる。レイヤ間予測のいくつかの例は、レイヤ間イントラ予測、レイ
ヤ間動き予測、およびレイヤ間残差予測を含む。レイヤ間イントラ予測は、エンハンスメ
ントレイヤ中の現在のブロックを予測するために、ベースレイヤの中で併置されているブ
ロックの再構築を使用する。レイヤ間動き予測は、エンハンスメントレイヤ中の動作を予
測するために、ベースレイヤの動き情報を使用する。レイヤ間残差予測は、エンハンスメ
ントレイヤの残差を予測するために、ベースレイヤの残差を使用する。レイヤ間予測方式
の各々が、以下でより詳細に説明される。
【０１２０】
　再構築ユニット158は、適用可能なとき、CUのTUと関連付けられた残差ビデオブロック
とCUのPUの予測されたビデオブロックとを使用して、たとえば、イントラ予測データまた
はインター予測データのいずれかを使用して、CUのビデオブロックを再構築し得る。した
がって、ビデオデコーダ30は、ビットストリーム中のシンタックス要素に基づいて、予測
されたビデオブロックと残差ビデオブロックとを生成することができ、予測されたビデオ
ブロックと残差ビデオブロックとに基づいて、ビデオブロックを生成することができる。
【０１２１】
　再構築ユニット158がCUのビデオブロックを再構築した後、フィルタユニット159は、デ
ブロッキング動作を実行して、CUと関連付けられるブロッキングアーティファクトを低減
し得る。フィルタユニット159が、デブロッキング動作を実行してCUと関連付けられたブ
ロッキングアーティファクトを低減した後、ビデオデコーダ30はCUのビデオブロックを復
号ピクチャバッファ160に記憶し得る。復号ピクチャバッファ160は、後続の動き補償、イ
ントラ予測、および図1Aまたは図1Bのディスプレイデバイス32のようなディスプレイデバ
イス上での提示のために、参照ピクチャを提供し得る。たとえば、ビデオデコーダ30は、
復号ピクチャバッファ160中のビデオブロックに基づいて、他のCUのPUに対してイントラ
予測動作またはインター予測動作を実行し得る。
【０１２２】
マルチレイヤデコーダ
　図3Bは、本開示で説明される態様による技法を実装し得る(単にビデオデコーダ33とも
呼ばれる)マルチレイヤビデオデコーダ33の例を示すブロック図である。ビデオデコーダ3
3は、SHVCおよびマルチビューコーディングの場合のように、マルチレイヤビデオフレー
ムを処理するように構成され得る。さらに、ビデオデコーダ33は、本開示の技法のいずれ
かまたはすべてを実行するように構成され得る。
【０１２３】
　ビデオデコーダ33はビデオデコーダ30Aとビデオデコーダ30Bとを含み、それらの各々は
ビデオデコーダ30として構成されてよく、ビデオデコーダ30に関して上で説明された機能
を実行し得る。さらに、参照番号の再使用によって示されるように、ビデオデコーダ30A
および30Bは、ビデオデコーダ30としてのシステムおよびサブシステムのうちの少なくと
もいくつかを含み得る。ビデオデコーダ33は、2つのビデオデコーダ30Aおよび30Bを含む
ように示されるが、ビデオデコーダ33は、そのように限定されず、任意の数のビデオデコ
ーダ30のレイヤを含み得る。いくつかの実施形態では、ビデオデコーダ33は、アクセスユ
ニット中の各ピクチャまたは各フレームに対してビデオデコーダ30を含み得る。たとえば
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、5つのピクチャを含むアクセスユニットは、5つのデコーダレイヤを含むビデオデコーダ
によって処理または復号され得る。いくつかの実施形態では、ビデオデコーダ33は、アク
セスユニット中のフレームよりも多くのデコーダレイヤを含み得る。いくつかのそのよう
な場合には、ビデオデコーダのレイヤのいくつかは、いくつかのアクセスユニットを処理
するときに無効であり得る。
【０１２４】
　ビデオデコーダ30Aおよび30Bに加えて、ビデオデコーダ33は、アップサンプリングユニ
ット92を含み得る。いくつかの実施形態では、アップサンプリングユニット92は、受信さ
れたビデオフレームのベースレイヤをアップサンプリングして、フレームまたはアクセス
ユニットのための参照ピクチャリストに追加されるべきエンハンストレイヤを作成し得る
。このエンハンストレイヤは、復号ピクチャバッファ160に記憶され得る。いくつかの実
施形態では、アップサンプリングユニット92は、図2Aのリサンプリングユニット90に関し
て説明された実施形態の一部またはすべてを含み得る。いくつかの実施形態では、アップ
サンプリングユニット92は、レイヤをアップサンプリングし、スライス境界の規則および
/またはラスター走査の規則のセットに準拠するように、1つまたは複数のスライスを再編
成し、再定義し、修正し、または調整するように構成される。いくつかの場合は、アップ
サンプリングユニット92は、受信されたビデオフレームのレイヤをアップサンプリングお
よび/またはダウンサンプリングするように構成されたリサンプリングユニットであり得
る。
【０１２５】
　アップサンプリングユニット92は、下位レイヤデコーダ(たとえば、ビデオデコーダ30A
)の復号ピクチャバッファ160からピクチャまたはフレーム(またはピクチャと関連付けら
れたピクチャ情報)を受信し、ピクチャ(または受信されたピクチャ情報)をアップサンプ
リングするように構成され得る。このアップサンプリングされたピクチャは次いで、下位
レイヤデコーダと同じアクセスユニット中のピクチャを復号するように構成された上位レ
イヤデコーダ(たとえば、ビデオデコーダ30B)の予測処理ユニット152に与えられ得る。い
くつかの場合、上位レイヤデコーダは、下位レイヤデコーダから除去された1つのレイヤ
である。他の場合には、図3Bのレイヤ0デコーダとレイヤ1デコーダとの間に1つまたは複
数の上位レイヤデコーダがあり得る。
【０１２６】
　いくつかの場合は、アップサンプリングユニット92は、省略またはバイパスされ得る。
そのような場合、ビデオデコーダ30Aの復号ピクチャバッファ160からのピクチャは、直接
、または少なくともアップサンプリングユニット92に提供されずに、ビデオデコーダ30B
の予測処理ユニット152に提供され得る。たとえば、ビデオデコーダ30Bに提供されたビデ
オデータ、およびビデオデコーダ30Aの復号ピクチャバッファ160からの参照ピクチャが、
同じサイズまたは解像度である場合、参照ピクチャは、アップサンプリングを伴わずにビ
デオデコーダ30Bに提供され得る。さらに、いくつかの実施形態では、アップサンプリン
グユニット92は、ビデオデコーダ30Aの復号ピクチャバッファ160から受信された参照ピク
チャをアップサンプリングまたはダウンサンプリングするように構成された、リサンプリ
ングユニット90であり得る。
【０１２７】
　図3Bに示されるように、ビデオデコーダ33はさらに、デマルチプレクサ(すなわちdemux
)99を含み得る。demux99は、符号化されたビデオビットストリームを複数のビットストリ
ームに分割することができ、demux99によって出力された各ビットストリームは、異なる
ビデオデコーダ30Aおよび30Bに提供される。複数のビットストリームはビットストリーム
を受信することによって作成されてよく、ビデオデコーダ30Aおよび30Bの各々は所与の時
間においてビットストリームの一部分を受信する。いくつかの場合、demux99において受
信されるビットストリームからのビットは、ビデオデコーダの各々(たとえば、図3Bの例
ではビデオデコーダ30Aおよび30B)の間で、一度に1ビット切り替えられ得るが、多くの場
合、ビットストリームは異なるように分割される。たとえば、ビットストリームは、どの
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ビデオデコーダがビットストリームを受信するかを一度に1ブロック切り替えることによ
って分割され得る。別の例では、ビットストリームは、1:1ではない比のブロックによっ
て、ビデオデコーダ30Aおよび30Bの各々に分割され得る。たとえば、2つのブロックは、
ビデオデコーダ30Aに提供される各ブロックについてビデオデコーダ30Bに提供され得る。
いくつかの実施形態では、demux99によるビットストリームの分割は、事前にプログラム
され得る。他の実施形態では、demux99は、ビデオデコーダ33の外部のシステムから、た
とえば宛先デバイス14を含む宛先デバイス上のプロセッサから受信された制御信号に基づ
いて、ビットストリームを分割し得る。制御信号は、入力インターフェース28からのビデ
オの解像度またはビットレートに基づいて、リンク16の帯域幅に基づいて、ユーザと関連
付けられたサブスクリプション(たとえば、有料サブスクリプション対無料サブスクリプ
ション)に基づいて、またはビデオデコーダ33によって取得可能な解像度を決定するため
の任意の他の要因に基づいて生成され得る。
【０１２８】
イントラランダムアクセスポイント(IRAP)ピクチャ
　いくつかのビデオコーディング方式は、様々なランダムアクセスポイントを、ビットス
トリームの中でそれらのランダムアクセスポイントに先行するいかなるピクチャも復号す
る必要なく、それらのランダムアクセスポイントのいずれかからビットストリームの復号
が開始され得るように、ビットストリーム全体にわたって提供し得る。そのようなビデオ
コーディング方式では、ランダムアクセススキップ先頭(RASL)ピクチャを除き、復号順序
においてランダムアクセスポイントに後続するすべてのピクチャが、ランダムアクセスポ
イントに先行するいずれのピクチャも使用することなく正しく復号され得る。たとえば、
ビットストリームの一部分が送信の間または復号の間に失われても、デコーダは、次のラ
ンダムアクセスポイントからビットストリームの復号を再開することができる。ランダム
アクセスのサポートは、たとえば、動的なストリーミングサービス、検索動作、チャネル
切替えなどを容易にし得る。
【０１２９】
　いくつかのコーディング方式では、そのようなランダムアクセスポイントは、イントラ
ランダムアクセスポイント(IRAP)ピクチャと呼ばれるピクチャによって提供され得る。た
とえば、アクセスユニット(「auA」)に含まれるエンハンスメントレイヤ(「layerA」)中
のエンハンスメントレイヤIRAPピクチャと関連付けられたランダムアクセスポイントは、
各参照レイヤ(「layerB」)中にあり復号順序においてauAに先行するアクセスユニット(「
auB」)に含まれるピクチャと関連付けられたランダムアクセスポイント(または、auAに含
まれるランダムアクセスポイント)を有するlayerAの各layerB(たとえば、layerAを予測す
るために使用されるレイヤである参照レイヤ)について、復号順序においてauAに後続する
(auAの中に位置するピクチャを含む)layerA中のピクチャが、auAに先行するlayerA中のい
かなるピクチャも復号する必要なく正しく復号可能であるように、レイヤ特有のランダム
アクセスを提供し得る。
【０１３０】
　IRAPピクチャは、イントラ予測を使用してコーディングされてよく(たとえば、他のピ
クチャを参照することなくコーディングされてよく)かつ/またはレイヤ間予測を使用して
コーディングされてよく、たとえば、瞬時デコーダリフレッシュ(IDR)ピクチャと、クリ
ーンランダムアクセス(CRA)ピクチャと、ブロークンリンクアクセス(BLA)ピクチャとを含
み得る。ビットストリーム中にIDRピクチャがあるとき、復号順序においてIDRピクチャに
先行するすべてのピクチャは、IDRピクチャに後続するピクチャによる予測のために使用
されない。ビットストリーム中にCRAピクチャがあるとき、CRAピクチャに後続するピクチ
ャは、復号順序においてCRAピクチャに先行するピクチャを予測のために使用することが
あり、または使用しないことがある。復号順序においてCRAピクチャに後続するが、復号
順序においてCRAピクチャに先行するピクチャを使用するピクチャは、RASLピクチャと呼
ばれ得る。復号順序においてIRAPピクチャに後続し、出力順序においてIRAPピクチャに先
行することができる別のタイプのピクチャは、復号順序においてIRAPピクチャに先行する
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いかなるピクチャへの参照も含まないことがあるランダムアクセス復号可能先頭(RADL)ピ
クチャである。CRAピクチャに先行するピクチャが利用可能でない場合、RASLピクチャは
デコーダによって廃棄され得る。BLAピクチャは、(たとえば、2つのビットストリームが
互いに接合され、BLAピクチャが復号順序において第2のビットストリームの最初のピクチ
ャであるので)BLAピクチャに先行するピクチャがデコーダにとって利用可能でないことが
あることを、デコーダに示す。IRAPピクチャであるベースレイヤピクチャ(たとえば、0と
いうレイヤID値を有する)を含むアクセスユニット(たとえば、複数のレイヤにわたって同
じ出力時間と関連付けられたすべてのコーディングされたピクチャからなるピクチャのグ
ループ)は、IRAPアクセスユニットと呼ばれ得る。
【０１３１】
ビットストリームおよびコーデックのためのレベル
　本開示の1つまたは複数の態様によれば、スケーラブルビデオ符号化されたビットスト
リーム(ビットストリームとも単に呼ばれる)は、参照レイヤまたはベースレイヤ(BL)と1
つまたは複数のエンハンスメントレイヤ(EL)とを有する。いくつかの例では、ビットスト
リームはマルチビューのビデオ符号化されたビットストリームであってよく、ここでレイ
ヤの各々が異なるビューを構成し得る。マルチビュービットストリームの一例は、左目ビ
ューレイヤと右目ビューレイヤとを含む、3次元(3D)ビデオビットストリームである。
【０１３２】
　ビットストリームは、複数のアクセスユニット(AU)を含み得る。各アクセスユニットは
、ベースレイヤからのピクチャと各エンハンスメントレイヤからのピクチャとを含み得る
。
【０１３３】
　ビットストリームは、レベルによって定義され得る。いくつかの例では、レベル定義は
、レイヤの数(ベースレイヤおよびエンハンスメントレイヤELを含む)および/またはレイ
ヤの解像度の合計の関数であり得る。ビットストリームは識別子リストを有してよく、識
別子リストはビットストリームの1つまたは複数のレイヤを識別し得る。ビットストリー
ムのレベルを定義することによって、ビデオコーディングシステムは、デコーダがビット
ストリームを復号することが可能かどうかを予測し得る。本開示の実装形態では、マルチ
レイヤビットストリームのレベルは他の要因によっても定義されてよく、レベルは規模と
関連付けられることがある。
【０１３４】
　「プロファイル」は、ビットストリームシンタックス全体のサブセットである。所与の
プロファイルのシンタックスによって課される範囲内でも、復号されるピクチャの指定さ
れるサイズのようなビットストリーム中のシンタックス要素がとる値に応じて、エンコー
ダおよびデコーダの性能に非常に大きな変動を必要とする可能性がある。多くの適用例で
は、ある特定のプロファイル内のシンタックスのすべての仮想的な使用法(シンタックス
要素のすべての可能な値を含む)に対処することが可能なデコーダを実装するのは、現実
的でも経済的でもない。
【０１３５】
　この問題に対処するために、「層」および「レベル」が各プロファイル内で指定される
。層のレベルは、ビットストリーム中のシンタックス要素の値に課される制約の指定され
るセットである。これらの制約は、値に対する単純な制限であり得る。あるいは、それら
は、値の算術的な組合せ(たとえば、ピクチャの幅とピクチャの高さと1秒当たりに復号さ
れるピクチャの数とを乗じたもの)に対する制約の形をとり得る。より低い層に対して指
定されるレベルは、より高い層に対して指定されるレベルよりも制約される。
【０１３６】
プロファイル
　本明細書では、Scalable MainおよびScalable Main 10という2つの例示的なプロファイ
ルが説明される。Scalable Main 10は、各レイヤ中のピクチャの各成分を8から10ビット
に制限するためにそのように命名され、一方、Scalable Mainに対する同じ制限は8ビット
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プロファイルが、以下で説明されるように定義される。
【０１３７】
【表１Ａ】

【０１３８】
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【表１Ｂ】

【０１３９】
層およびレベル
　上で論じられたように、層のレベルは、ビットストリーム中のシンタックス要素の値に
課される制約の指定されるセットである。レベルは、ビットストリームとデコーダの両方
に対して指定され得る。デコーダのレベル定義は、デコーダの能力の上限を与える。レベ
ルがデコーダに対して定義されると、デコーダは、(デコーダが特定のプロファイルおよ
び層のビットストリームを復号できれば)デコーダレベル以下のレベルのあらゆるビット
ストリームを復号することが可能であると予期される。たとえば、レベル4.0デコーダは
、レベル4、3、2、および1のビットストリームを復号することが可能であると予測される
。しかしながら、本明細書で説明されるように、いくつかの例では、既存のレベル定義は
、デコーダ能力を不正確に定義することがある。
【０１４０】
　デコーダ能力をより正確に定義するために、情報が制約に追加され得る。たとえば、本
開示のいくつかの実装形態では、制約は、shvcScaleFactorおよびmaxAuSliceSegsを含む



(34) JP 6440735 B2 2018.12.19

10

20

30

、1つまたは複数の変数を導入するように、以下で論じられるように修正され得る。いく
つかの実施形態では、shvcScaleFactorは、シングルレイヤビットストリームのために定
義された制約が、マルチレイヤビットストリームに対して適切であるように修正されるこ
とを可能にし得る。たとえば、MaxCPBおよびMaxLumaSrのようなパラメータは、シングル
レイヤビットストリームのために定義された。しかしながら、shvcScaleFactorを加算す
ることによって、MaxCPBおよびMaxLumaSrは、これらのパラメータのための新たな値のセ
ットを定義することなく使用され得る。いくつかの実装形態では、shvcScaleFactorはCei
l(auSizeInSampleY/MaxLumaPs)に等しく設定され、ここでMaxLumaPsは、出力レイヤセッ
トのサブビットストリームが適合するレベルのために、Table A-1において指定される。
すなわち、shvcScaleFactorは、サブビットストリーム中のすべてのレイヤの解像度の合
計の概略的な指数(すなわち、auSizeInSamplesY)と、そのレベルに対する最大のルーマピ
クチャサイズとを与える。shvcScaleFactorの値は、SNRスケーラビリティのためにサブビ
ットストリーム中のレイヤの数に等しいことに留意されたい(すなわち、サブビットスト
リーム中のすべてのレイヤが同じ空間解像度を有する)。レイヤ間にまたがる空間スケー
ラビリティまたはピクチャレートスケーラビリティが存在するとき、上で定義されたもの
よりも小さなshvcScaleFactorの値が使用され得る。
【０１４１】
　あるいは、shvcScaleFactorは、Ceil((NumLayersInIdList[LayerSetIdxForOutputLayer
Set[optLsIdx]] * (最上位レイヤのPicSizeInSamplesY)) / MaxLumaPs)に等しく設定され
得る。または、言い換えると、AuSizeInSamplesY = NumLayersInIdList[LayerSetIdxForO
utputLayerSet[optLsIdx]] * (最上位レイヤのPicSizeInSamplesY)である。以下で提案さ
れる修正は、shvcScaleFactorの上の定義のいずれかに対して適用され得る。
【０１４２】
　また、変数maxAuSliceSegsは、shvcScaleFactor * MaxSliceSegmentsPerPictureに等し
く設定されてよく、ここでMaxSliceSegmentsPerPictureはA-1において指定される。
【０１４３】
例示的な実施形態1
　本開示のいくつかの実装形態では、一般的な層およびレベルの制限が、shvcScaleFacto
rを含むように以下で説明されるように修正され得る。本開示の例示的な実施形態は、SHV
CおよびMV-HEVC(たとえば、SHVC WD5およびMV-HEVC WD7)の以前のバージョンの文脈にお
いて与えられる。SHVCおよびMV-HEVCの以前のバージョンに対する追加は斜体および下線
によって示されおり、以前のバージョンからの削除は取消線によって示されている。注記
は太字で示されている。
【０１４４】
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【０１４５】
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【０１４６】
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【表２Ｃ】

【０１４７】
プロファイル固有の層およびレベルの制限
例示的な実施形態2
　本開示のいくつかの実装形態では、Scalable MainおよびScalable Main 10に対するプ
ロファイル固有の層およびレベルの制限は、以下で説明されるように修正され得る。本開
示の例示的な実施形態は、SHVCおよびMV-HEVC(たとえば、SHVC WD5およびMV-HEVC WD7)の
以前のバージョンの文脈において与えられる。SHVCおよびMV-HEVCの以前のバージョンに
対する追加は斜体および下線によって示されおり、以前のバージョンからの削除は取消線
によって示されている。注記は太字で示されている。
【０１４８】
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【０１４９】
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【表３Ｂ】

【０１５０】
デコーダ能力
　本開示のいくつかの実装形態では、適合するデコーダの複数のカテゴリが指定される。
デコーダの1つのカテゴリ(たとえば、カテゴリIデコーダと呼ばれる)は、より高いレベル
に適合する一部のビットストリームを復号できるが、レイヤの数はデコーダのレベルと関
連付けられる規模よりも小さく、一方でデコーダの別のカテゴリ(たとえば、カテゴリII
デコーダと呼ばれる)は、(プロファイルおよび層が同じであるとすれば)同じまたはより
低いレベルに適合するビットストリームだけを復号することができる。カテゴリIデコー
ダは、既存のシングルレイヤHEVCデコーダのハードウェアコアを再使用することによって
、または既存のシングルレイヤHEVCデコーダをまったく使用せずに(すなわち、最初から
設計される)、1つの既存のシングルレイヤHEVCデコーダを使用して実装され得る。カテゴ
リIIは、変更することなくそのままハードウェアコアを再使用することによって、2つ以
上の既存のシングルレイヤHEVCデコーダを使用して実装されることが可能であり、カテゴ
リIデコーダはこのように実装されることが可能ではない。
【０１５１】
　本開示の実施形態は、ビットストリームまたはサブビットストリーム中の一部またはす
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べてのレイヤの空間解像度の合計を制限するために、規模のような変数Nを導入し得る。
この規模は、以下の制約のもとで使用されるときにデコーダの能力のかなり正確な記述を
提供する、任意の数であり得る。たとえば、この規模は、2から63の範囲にある任意の値
に等しくてよく、SHVC/MV-HEVCはビットストリームにおいて最高で63個のレイヤをサポー
トすることに留意されたい。したがって、デコーダ能力は、プロファイル、層、レベル、
および規模を含む、種々の記述子の1つまたは複数によって定義され得る。
【０１５２】
例示的な実施形態3
　以下で説明される修正されたデコーダ能力では、各カテゴリに対して異なるように能力
が定義され得る。本開示の例示的な実施形態は、SHVCおよびMV-HEVC(たとえば、SHVC WD5
およびMV-HEVC WD7)の以前のバージョンの文脈において与えられる。SHVCおよびMV-HEVC
の以前のバージョンに対する追加は斜体および下線によって示されおり、以前のバージョ
ンからの削除は取消線によって示されている。注記は太字で示されている。
【０１５３】
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【０１５４】
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【０１５５】
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【表４Ｃ】

【０１５６】
　上の定義は、デコーダ能力を定義するために、規模Nを使用するための例示的な方法を
提供する。しかしながら、他の選択肢が存在する。たとえば、「auSizeInSamplesYがN * 
MaxLumaPs以下であり、ここでMaxLumaPsはデコーダの指定されたレベルに対してTable A-
1において指定される」という制約は、「numlayersInSubBitstream * MaxBsLumaPsがN * 
MaxDeLumaPs以下であり、ここでMaxBsLumaPsはサブビットストリームのレベルに対してTa
ble A-1において指定され、MaxDeLumaPsはデコーダに対してTable A-1において指定され
るMaxLumaPsである」によって置換され得る。これらの選択肢のいずれを使用するかの決
定は、変数auSizeInSamplesYおよびnumlayersInSubBitstreamのいずれがユーザに知られ
ているかに依存し得る。いずれにしても、numlayersInSubBitstreamまたはauSizeInSampl
esYの値は、セッションネゴシエーションにおいてもまたはそれ以外でも、直接利用可能
であるべきである。ファイルフォーマットでは、この値はサンプル記述においてシグナリ
ングされるべきである。リアルタイム転送プロトコル(RTP)ペイロードフォーマットでは
、メディアタイプパラメータがこのために定義されるべきである。auSizeInSamplesYが、
たとえばVPS拡張またはVPS VUIにおいて直接シグナリングされる場合、auSizeInSamplesY
を使用することは有効な選択肢であり得る。
【０１５７】
　前に論じられたように、カテゴリIIデコーダは、ハードウェアデコーダコアを変更する
ことなく、複数のHEVCシングルレイヤデコーダを再使用することによって実装され得る。
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カテゴリIIデコーダのための上のデコーダ能力の記述の重要な点は次の通りである。すな
わち、レイヤの少なくとも1つのセットへのすべてのレイヤの割振りが存在し、レイヤの
各セットが復号のためにデコーダコアの1つに排他的に割り当てられ得る。これは、レイ
ヤの各セットの累積ピクチャサイズ、ビットレート、CPBサイズ、およびDPBサイズが、対
応するデコーダコアのレベルの最大のピクチャサイズ、ビットレート、CPBサイズ、およ
びDPBサイズを超えてはならないという要件を含む。すべてのレイヤを割り振る1つの特定
の例は、各レイヤが復号のために1つのデコーダコアに排他的に割り当てられ得るように
、1つのセット中の各レイヤを割り振るというものである。
【０１５８】
　図4Aは、本開示において説明される態様による、デコーダ能力を定義するためのある例
示的な方法または処理400のフローチャートを示す。一実施形態では、処理400はブロック
401において開始する。
【０１５９】
　ブロック405において、処理400は、レイヤの少なくとも1つのセットへのビットストリ
ームのレイヤの少なくとも1つの割振りを特定するステップを伴い得る。たとえば、5つの
レイヤを有するマルチレイヤビットストリームは、レイヤの5つのセットに割り振られ得
る。
【０１６０】
　ブロック410において、処理400は、レイヤの各セットがビットストリームの復号のため
にデコーダコアの1つに排他的に割り振られることが可能かどうかを検出するステップを
伴い得る。ある実施形態では、一部のデコーダ(すなわち、カテゴリIIデコーダ)は、2つ
以上の既存のシングルレイヤデコーダを使用して実装され得る。ブロック410において、
そのようなデコーダがマルチレイヤビットストリームのレイヤの各セットを復号すること
が可能かどうかが決定され得る。たとえば、レイヤの5つのセットを有するマルチレイヤ
ビットストリームのレイヤの各セットは、4つのシングルレイヤデコーダコアしか備えな
いデコーダのデコーダコアに排他的に割り当てられることが可能ではないことがある。
【０１６１】
　ブロック415において、処理400は、レイヤの各セットがデコーダコアの1つに排他的に
割り当てられることが可能かどうかを検出したことに少なくとも一部基づいて、デコーダ
がビットストリームを復号することが可能かどうかを決定するステップを伴い得る。たと
えば、マルチレイヤビットストリームのレイヤのセットが各々、デコーダの個々のコアに
排他的に割り当てられることが可能ではない場合、デコーダがビットストリームを復号す
ることは可能ではないと決定され得る。しかしながら、いくつかの実施形態では、デコー
ダがビットストリームを復号することが可能かどうかを決定することに対して、他の要因
が寄与することがある。これらの実施形態のいくつかでは、そのような要因が、デコーダ
の能力を定義する際に、個々にまたは組み合わせて使用され得る。
【０１６２】
　処理400は、ブロック420において終了する。実装形態によっては、ブロックが処理400
において追加および/または省略されることがあり、かつ具体的な実装形態によっては、
処理400のブロックは異なる順序で実行されることがある。
【０１６３】
　ある実施形態では、デコーダ能力をさらに定義するために、デコーダのレベル定義が指
定され得る。レベル定義は、ビットストリームを復号するためのデコーダの能力に関する
情報を伝え得る。いくつかの例では、レベルは、デコーダが復号できる最大のビットスト
リームレベル(たとえば、レイヤの数)を与え得る。定義されたレベルから、デコーダは、
デコーダレベル以下のレベルを有する任意のビットストリームを復号することが可能であ
ると予想され得る。システムはまた、デコーダが復号できる最大のルーマピクチャサイズ
を決定し得る。いくつかの例では、デコーダのレベル定義は、デコーダの最大のルーマピ
クチャサイズを示し得る。たとえば、Table A-1は、各デコーダレベルに対する最大のル
ーマピクチャサイズを与える。システムはまた、ビットストリーム中のレイヤの解像度の



(45) JP 6440735 B2 2018.12.19

10

20

30

40

50

合計を計算し得る。いくつかの例では、ビットストリームの解像度の合計は、1つのアク
セスユニット中のピクチャの解像度を使用して計算され得る。ユーザは規模を指定するこ
ともできる。デコーダ能力が次いで、規模およびレベル定義をデコーダと関連付けること
によって定義され得る。
【０１６４】
　図4Bは、本開示において説明される態様による、デコーダ能力をさらに定義するための
ある例示的な処理400'のフローチャートを示す。処理400'は、図4Aを参照して上で説明さ
れた処理400の一部であってよく、または処理400とは別の独立の処理であってよいことに
留意されたい。一実施形態では、処理400'はブロック450において開始する。
【０１６５】
　ブロック455において、処理400'は、デコーダのレベル定義を指定するステップを伴い
得る。レベル定義は、ビットストリームを復号するためのデコーダの能力に関する情報を
伝え得る。いくつかの例では、レベルは、デコーダが復号できる最大のビットストリーム
レベル(たとえば、レイヤの数)を与え得る。定義されたレベルから、デコーダは、デコー
ダレベル以下のレベルを有する任意のビットストリームを復号することが可能であると予
想され得る。
【０１６６】
　ブロック460において、処理400'は、デコーダが復号できる最大のルーマピクチャサイ
ズを決定するステップを伴い得る。いくつかの例では、デコーダのレベル定義は、デコー
ダの最大のルーマピクチャサイズを示し得る。たとえば、Table A-1は、各デコーダレベ
ルに対する最大のルーマピクチャサイズを与える。
【０１６７】
　ブロック465において、処理400'は、ビットストリームのレベルと関連付けられる規模
を指定するステップを伴い得る。適切な規模を決定するために、ユーザまたはシステムは
、特定の規模Nを使用して本明細書で説明されるデコーダ能力によって指定されるような
、可能な限り多くのビットストリームをデコーダが復号できることを、確認することがで
きる。
【０１６８】
　判断ブロック470において、処理400'は、ビットストリーム中のレイヤの解像度の合計
を使用して、デコーダの能力を決定するかどうかを決めるステップを伴い得る。いくつか
の例では、ビットストリーム中のレイヤの解像度の合計を使用してデコーダの能力を決定
することが有利であり得る。たとえば、auSizeInSamplesYが、たとえばVPS拡張またはVPS
 VUIにおいて直接シグナリングされる場合、auSizeInSamplesYを使用することはデコーダ
能力を決定する有用な方法であり得る。しかしながら、システムは、ビットストリーム中
のレイヤの数またはauSizeInSamplesYがより容易に利用可能かどうかということを含む、
解像度の合計を使用するかどうかを決定するために、種々の試験の1つまたは複数を利用
し得る。SNRスケーラビリティでは(すなわち、すべてのレイヤが同じ解像度を有する場合
)、ビットストリーム中のレイヤの数を使用することまたはauSizeInSamplesYを使用する
ことは等価である。この場合、システムは、ビットストリーム中のレイヤの数を使用する
ことができ、それはこの選択肢がより簡単であるからである。
【０１６９】
　ブロック475において、処理400'が解像度の合計を使用すると(判断ブロック420におい
て決定されるように)決めるステップを伴う場合、処理400'は、解像度の合計を計算する
ステップも伴い得る。
【０１７０】
　しかしながら、処理400'が解像度の合計を使用しないと(判断ブロック470において決定
されるように)決めるステップを伴う場合、処理400'は、ブロック480において、ビットス
トリーム中のレイヤの数を決定するステップを伴い得る。
【０１７１】
　ブロック485において、処理400'は、ビットストリームのレベル定義を定義するために
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、ビットストリーム中のレイヤの数および/またはビットストリームの任意の他の識別情
報を使用するステップを伴い得る。
【０１７２】
　ブロック490において、デコーダと同様に、処理400'は、ビットストリームの最大のル
ーマピクチャサイズを決定するステップを伴い得る。たとえば、システムは、ビットスト
リームのレベル定義を使用してビットストリームの最大のルーマピクチャサイズを決定す
るために、Table A-1を使用することができる。
【０１７３】
　ブロック495において、処理400'は、デコーダがビットストリームを復号することが可
能かどうかを決定するステップを伴い得る。決定された要因に応じて、処理400'は、解像
度の合計またはビットストリームのレイヤの数のいずれかを使用して、デコーダ能力を決
定するステップを伴い得る。能力がこれらの要因からどのように決定されるかに関するさ
らなる情報が、本明細書において開示される。
【０１７４】
　処理400'は、ブロック496において終了する。実装形態によっては、ブロックが処理400
'において追加および/または省略されることがあり、かつ具体的な実装形態によっては、
処理400'のブロックは異なる順序で実行されることがある。
【０１７５】
　規模の加算は、デコーダ能力がより正確に定義されることを可能にし得る、幅広い有用
な情報を与え得る。たとえば、既存のレベル定義を使用すると、720pの解像度の5つ以上
のSNRレイヤ(または等価な数のルーマピクセル、たとえば組み合わされた空間レイヤおよ
びSNRレイヤを伴うより多くのレイヤ)が復号されることになる場合、レベル5以上のデコ
ーダが必要とされる。その結果、ルミナンスCTBサイズは32×32または64×64に等しく、
これは、16×16のようなより小さなCTBサイズが使用され得ないので、解像度720p以下に
対して最適ではないコーディング効率をもたらし得る。しかしながら、規模をレベル4デ
コーダと関連付けることによって、いくつかのレベル4デコーダが720pの解像度の4つのSN
Rレイヤを復号するのに適していることが、明確に決定される。これは、32×32よりも小
さなCTBサイズの使用を可能にし、コーディング効率の改善をもたらし得る。
【０１７６】
　別の例では、4つのシングルレイヤHEVCレベル3.1デコーダからなるカテゴリIIデコーダ
(すなわち、複数の既存のシングルレイヤデコーダを再使用することによって製造される
もの)は、既存のレベル定義によれば、720pの4つのSNRレイヤを復号するためにレベル4以
上に適合しなければならない。この定義により、デコーダは任意のレベル4ビットストリ
ームを復号することが可能でなければならない。しかしながら、デコーダハードウェアへ
の変更がなければ、そのようなデコーダは、1080pの解像度の2つのSNRレイヤを伴うSHVC
レベル4ビットストリームを復号することが可能ではないであろう。この問題は、レベル
定義の変更により、特に、レベルと関連付けられる規模の加算、さらにはデコーダ能力の
要件の変更により解決される。これらの変更の結果として、720pの解像度の4つのSNRレイ
ヤを伴うビットストリームを復号することが可能な適合するデコーダは、1080pの解像度
の2つのSNRレイヤを伴うビットストリームを復号することが可能であることを要求されな
い。
【０１７７】
　既存のHEVCレベル定義により引き起こされる別の例示的な問題は、1080pのシングルレ
イヤHEVCビットストリームと720pの2レイヤSHVCビットストリームの両方を復号すること
が可能であるような方法で実装されるデコーダが、レベル3.1として分類されるというこ
とである。しかしながら、レベル3.1という分類は、1080pのシングルレイヤビットストリ
ームを復号する能力を表さない。この問題は、規模をデコーダと関連付けて、上で説明さ
れたようなデコーダ能力をさらに定義することによって解決される。具体的には、レベル
3.1デコーダは2という規模と関連付けられ、これは、1080pの単一のレイヤを伴うビット
ストリームと、720pの2つのレイヤを伴うビットストリームとの両方を復号するための能
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力を伝える。
【０１７８】
　別の例では、既存のレベル定義によれば、720pの4つのSNRレイヤを復号することが可能
であるように4つのシングルレイヤHEVC 3.1デコーダを使用して実装されるデコーダにつ
いて、そのデコーダはレベル4以上に適合しなければならない。したがって、デコーダは
、4つ以上のタイル行と4つ以上のタイル列とを有するビットストリームを復号することが
可能であることを要求され、各タイルは256個のルーマサンプルの幅と144個のルーマサン
プルの高さとを有する。しかしながら、デコーダのレベル3.1の制限により、一部のその
ようなビットストリームを復号することが可能ではない。この問題は、説明されたデコー
ダがレベル3.1に適合し、4という関連する規模を有するが、レベル4および1という規模に
適合しないような、上で説明されたようなレベル定義の変更およびデコーダ能力の要件の
変更によって解決される。したがって、レベル3.1に対するタイル行およびタイル列の数
に対する既存の制約が(レベル4に対するそれらの代わりに)適用される。
【０１７９】
　カテゴリIIは、既存のデコーダハードウェアコアを再使用することによって実装される
ので、2つのデコーダハードウェアコアにより任意の単一のピクチャを合同で復号するこ
とは、デコーダ能力の定義における制約により許可されてはならない。これは、図5A～図
5Bおよび図6A～図6Bにおいて示される。
【０１８０】
　図5Aは、本開示において説明される態様に従って、例示的なマルチレイヤビットストリ
ームを示し、ビットストリームは、レイヤ0(510における)がQuad High-Definition(QHD)(
960×540)であり、レイヤ1(511における)、2(512における)、3(513における)、および4(5
14における)がHigh-Definition(HD)(1080p)である、5レイヤのSHVCビットストリームであ
る。
【０１８１】
　図5Bは、本開示において説明される態様による、図5Aのマルチレイヤビットストリーム
を復号するための複数の例示的な選択肢を示す。本実施形態では、選択肢1(521における)
は5つのレベル4.0デコーダコアを使用することを表し、各デコーダコアがビットストリー
ムの1つのレイヤを復号する。選択肢2(522における)は、4つのレベル4.0デコーダコアを
使用してすべての5つのレイヤを復号することを表す。この選択肢は、auSizeInSamplesY
の制約(auSizeInSamplesY < 4*MaxLumaPs)に基づくカテゴリIデコーダを使用して、可能
である。デコーダコアは、1つの完全なレイヤと1つの部分的なレイヤとを復号する。しか
しながら、これはカテゴリIIデコーダ(既存のデコーダハードウェアコアを変更すること
なく再使用することによって実装されるもの)を使用すると、可能ではない。選択肢3(523
における)は、4つのレベル5.0対応デコーダコアを使用することを表す。この選択肢では
、デコーダコアは整数個の完全なレイヤを復号する。この選択肢は、いずれのカテゴリの
デコーダを使用しても可能である。
【０１８２】
　図6Aは、本開示の態様による、別の例示的なマルチレイヤビットストリームを示す。本
実施形態では、ビットストリームは、レイヤ0～4(610～614)がExtended Graphics Array(
XGA)(960×540)である5レイヤのSHVCビットストリームである。ビットストリームはSNRス
ケーラビリティを表す(すなわち、すべてのレイヤが同じ解像度を有する)。
【０１８３】
　図6Bは、本開示の態様による、図6Aのマルチレイヤビットストリームを復号するための
複数の例示的な選択肢を示す。本実施形態では、選択肢1(621における)は5つのレベル3.1
デコーダコアを使用することを表し、各デコーダコアがビットストリームの1つのレイヤ
を復号する。選択肢2(622における)は、4つのレベル3.1デコーダコアを使用してすべての
5つのレイヤを復号することを表す。図5Bを参照して上で論じられた理由で、この選択肢
は、カテゴリIデコーダに対しては利用可能であるが、カテゴリIIデコーダに対しては利
用可能ではない。
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【０１８４】
　本開示のいくつかの実装形態は、1つまたは複数の復号ピクチャバッファ(DPB)を含み得
る。各DPBはさらに、複数のサブDPBを含み得る。DPBおよびサブDPBは、データを記憶し移
送するように構成され得る。いくつかの実装形態では、DPBおよび/またはサブDPBに関す
る、複数のサイズに関連する制約が定義され得る。そのような制約は、解像度の数字、ル
ーマピクチャサイズ、クロマピクチャサイズ、コーディングされたピクチャバッファのサ
イズ、ピクチャ当たりのスライスセグメント、タイル行の数、列の数などのような、種々
の要因に基づき得る。さらに、サイズに関連する制約は、ビットストリームの個々のレイ
ヤのために、さらには一般にはサブDPBのために指定され得る。たとえば、あるサイズに
関連する制約はビットストリームの各レイヤのために指定されてよく、別のサイズに関連
する制約は各サブDPBのために指定されてよい。
【０１８５】
　加えて、CPBサイズに対するビットストリーム固有の制約は、レイヤの数に対してスケ
ーラブルな方法で指定され得る。このようにして、多数のレイヤがあるときに、改善され
た高いピクチャ品質が達成され得る。HEVCテキストのA.4.2項における項目b、c、d、g、h
、i、およびjに対応するビットストリーム固有の制約は、レイヤの数に対してスケーラブ
ルである方法で指定される。
【０１８６】
　本開示の実施形態はまた、出力レイヤセットのビットストリームまたはサブビットスト
リーム中のレイヤの数の値をシグナリングするための、システムおよび方法を提供する。
このシグナリングは、ISOメディアファイルフォーマット、RTPペイロードフォーマットの
メディアタイプパラメータ、セッション記述プロトコル(SDP)パラメータ、Dynamic Adapt
ive Streaming over HTTP(DASH)コンテンツのMedia Presentation Description(MPD)にお
けるMPDパラメータなどに従った、ファイルのサンプル記述におけるパラメータによって
達成され得る。
【０１８７】
　さらに、いくつかの実施形態は、ビットストリーム中の出力レイヤセットのビットスト
リームまたはサブビットストリーム中のすべてのレイヤに対して、ルーマサンプルの数の
合計の値をシグナリングするためのシステムおよび方法を提供することができる。このシ
グナリングは、たとえば、ISOメディアファイルフォーマット、RTPペイロードフォーマッ
トのメディアタイプパラメータ、SDPパラメータ、または、DASHコンテンツのMPDにおける
MPDパラメータに従った、ファイルのサンプル記述におけるパラメータによって達成され
得る。
【０１８８】
　本明細書で開示された実施形態に関して説明された様々な例示的な論理ブロック、モジ
ュール、回路、およびアルゴリズムステップは、電子ハードウェア、コンピュータソフト
ウェア、またはその両方の組合せとして実装され得る。ハードウェアおよびソフトウェア
のこの互換性を明確に示すために、様々な例示的なコンポーネント、ブロック、モジュー
ル、回路、およびステップが、全般にそれらの機能に関して上で説明された。そのような
機能がハードウェアとして実装されるか、またはソフトウェアとして実装されるかは、具
体的な適用例およびシステム全体に課されるおよび設計上の制約に依存する。当業者は、
説明された機能を具体的な適用例ごとに様々な方法で実装し得るが、そのような実装の決
定は、本開示の範囲からの逸脱を生じさせるものと解釈されるべきではない。
【０１８９】
　本明細書で説明された技術は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェア、または
それらの任意の組合せで実装され得る。そのような技法は、汎用コンピュータ、ワイヤレ
ス通信デバイスハンドセット、またはワイヤレス通信デバイスハンドセットおよび他のデ
バイスにおける適用例を含む複数の用途を有する集積回路デバイスのような、様々なデバ
イスのいずれかにおいて実装され得る。モジュールまたはコンポーネントとして説明され
た任意の特徴が、集積論理デバイス内で一緒に、または個別であるが相互動作可能な論理
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デバイスとして別々に実装され得る。ソフトウェアで実装された場合、本技法は、実行さ
れると上で説明された方法の1つまたは複数を実行する命令を含むプログラムコードを備
えるコンピュータ可読データ記憶媒体によって、少なくとも部分的に実現され得る。コン
ピュータ可読データ記憶媒体は、パッケージング材料を含み得るコンピュータプログラム
製品の一部を形成し得る。コンピュータ可読媒体は、同期型ダイナミックランダムアクセ
スメモリ(SDRAM)などのランダムアクセスメモリ(RAM)、読取り専用メモリ(ROM)、不揮発
性ランダムアクセスメモリ(NVRAM)、電気消去可能プログラマブル読取り専用メモリ(EEPR
OM)、フラッシュメモリ、磁気または光学データ記憶媒体などのような、メモリまたはデ
ータ記憶媒体を備え得る。本技法は、追加または代替として、伝搬される信号または波の
ような、命令またはデータ構造の形態でプログラムコードを搬送または伝達し、コンピュ
ータによってアクセスされ、読み取られ、かつ/または実行され得る、コンピュータ可読
通信媒体によって、少なくとも部分的に実現され得る。
【０１９０】
　プログラムコードは、1つまたは複数のDSPなどの1つまたは複数のプロセッサ、汎用マ
イクロプロセッサ、ASIC、FPGA、または他の等価の集積回路もしくはディスクリート論理
回路を含み得るプロセッサによって実行され得る。そのようなプロセッサは、本開示で説
明された技法のいずれかを実行するように構成され得る。汎用プロセッサはマイクロプロ
セッサであり得るが、代替的に、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ
、マイクロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサはまた、コンピューテ
ィングデバイスの組合せ、たとえば、DSPおよびマイクロプロセッサの組合せ、複数のマ
イクロプロセッサ、DSPコアと連携する1つもしくは複数のマイクロプロセッサ、または任
意の他のそのような構成として実装され得る。したがって、本明細書で使用される「プロ
セッサ」という用語は、上記の構造、上記の構造の任意の組合せ、または本明細書で説明
される技法の実装に適した他の構造もしくは装置のいずれかを指し得る。さらに、いくつ
かの態様では、本明細書で説明された機能は、符号化および復号のために構成された専用
のソフトウェアモジュールもしくはハードウェアモジュール内で提供されてよく、または
複合ビデオエンコーダ/デコーダ(コーデック)に組み込まれてよい。
【０１９１】
　本明細書で論じられるコーディング技法は、例示的なビデオ符号化および復号システム
における実施形態であり得る。システムは、宛先デバイスによって後で復号されるべき符
号化されたビデオデータを提供するソースデバイスを含む。具体的には、ソースデバイス
は、コンピュータ可読媒体を介して宛先デバイスにビデオデータを提供する。ソースデバ
イスおよび宛先デバイスは、デスクトップコンピュータ、ノートブック(すなわち、ラッ
プトップ)コンピュータ、タブレットコンピュータ、セットトップボックス、いわゆる「
スマート」フォンなどの電話ハンドセット、いわゆる「スマート」パッド、テレビジョン
、カメラ、ディスプレイデバイス、デジタルメディアプレーヤ、ビデオゲームコンソール
、ビデオストリーミングデバイスなどを含む、広範囲にわたるデバイスのいずれかを備え
得る。いくつかの場合、ソースデバイスおよび宛先デバイスは、ワイヤレス通信に対応し
得る。
【０１９２】
　宛先デバイスは、コンピュータ可読媒体を介して、復号されるべき符号化されたビデオ
データを受信し得る。コンピュータ可読媒体は、ソースデバイスから宛先デバイスに符号
化されたビデオデータを移動することが可能な任意のタイプの媒体またはデバイスを備え
得る。1つの例では、コンピュータ可読媒体は、ソースデバイスが符号化されたビデオデ
ータをリアルタイムで宛先デバイスに直接送信することを可能にするための通信媒体を備
え得る。符号化されたビデオデータは、ワイヤレス通信プロトコルなどの通信規格に従っ
て変調され、宛先デバイスに送信され得る。通信媒体は、高周波(RF)スペクトルまたは1
つもしくは複数の物理伝送線路のような、任意のワイヤレスまたは有線の通信媒体を備え
得る。通信媒体は、ローカルエリアネットワーク、ワイドエリアネットワークのようなパ
ケットベースネットワーク、またはインターネットのようなグローバルネットワークの一
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部を形成し得る。通信媒体は、ルータ、スイッチ、基地局、またはソースデバイスから宛
先デバイスへの通信を支援するために有用であり得る任意の他の機器を含み得る。
【０１９３】
　いくつかの例では、符号化されたデータは、出力インターフェースから記憶デバイスに
出力され得る。同様に、符号化されたデータは、入力インターフェースによって、記憶デ
バイスからアクセスされ得る。記憶デバイスは、ハードドライブ、ブルーレイディスク、
DVD、CD-ROM、フラッシュメモリ、揮発性もしくは不揮発性メモリ、または符号化された
ビデオデータを記憶するための任意の他の好適なデジタル記憶媒体のような、種々の分散
されたまたはローカルにアクセスされるデータ記憶媒体のいずれかを含み得る。さらなる
例では、記憶デバイスは、ソースデバイスによって生成された符号化されたビデオを記憶
し得るファイルサーバまたは別の中間記憶デバイスに対応し得る。宛先デバイスは、スト
リーミングまたはダウンロードを介して記憶デバイスから記憶されたビデオデータにアク
セスし得る。ファイルサーバは、符号化されたビデオデータを記憶し、その符号化された
ビデオデータを宛先デバイスに送信することが可能な、任意のタイプのサーバであり得る
。例示的なファイルサーバは、ウェブサーバ(たとえば、ウェブサイトのための)、FTPサ
ーバ、ネットワーク接続ストレージ(NAS)デバイス、またはローカルディスクドライブを
含む。宛先デバイスは、インターネット接続を含む、任意の標準的なデータ接続を通じて
符号化されたビデオデータにアクセスし得る。これは、ファイルサーバに記憶された符号
化されたビデオデータにアクセスするのに好適である、ワイヤレスチャネル(たとえば、W
i-Fi接続)、有線接続(たとえば、DSL、ケーブルモデムなど)、またはその両方の組合せを
含み得る。記憶デバイスからの符号化されたビデオデータの送信は、ストリーミング送信
、ダウンロード送信、またはそれらの組合せであり得る。
【０１９４】
　本開示の技法は、必ずしもワイヤレスの適用例または設定に限定されない。本技法は、
オーバージエアテレビジョン放送、ケーブルテレビジョン送信、衛星テレビジョン送信、
dynamic adaptive streaming over HTTP(DASH)のようなインターネットストリーミングビ
デオ送信、データ記憶媒体に符号化されたデジタルビデオ、データ記憶媒体に記憶された
デジタルビデオの復号、または他の適用例のような、種々のマルチメディア適用例のいず
れかをサポートするビデオコーディングに適用され得る。いくつかの例では、システムは
、ビデオストリーミング、ビデオ再生、ビデオブロードキャスティング、および/または
ビデオ電話などの適用例をサポートするために、一方向または双方向のビデオ送信をサポ
ートするように構成され得る。
【０１９５】
　一例では、ソースデバイスは、ビデオソースと、ビデオエンコーダと、出力インターフ
ェースとを含む。宛先デバイスは、入力インターフェースと、ビデオデコーダと、ディス
プレイデバイスとを含み得る。ソースデバイスのビデオエンコーダは、本明細書で開示さ
れる技法を適用するように構成され得る。他の例では、ソースデバイスおよび宛先デバイ
スは、他のコンポーネントまたは構成を含み得る。たとえば、ソースデバイスは、外部の
カメラのような外部のビデオソースからビデオデータを受信し得る。同様に、宛先デバイ
スは、統合されたディスプレイデバイスを含むのではなく、外部のディスプレイデバイス
とインターフェースし得る。
【０１９６】
　上の例示的なシステムは一例にすぎない。ビデオデータを並列に処理するための技法は
、任意のデジタルビデオ符号化および/または復号デバイスによって実行され得る。本開
示の技法は一般にビデオ符号化デバイスによって実行されるが、本技法は、通常は「コー
デック」と呼ばれるビデオエンコーダ/デコーダによっても実行され得る。その上、本開
示の技法は、ビデオプロセッサによっても実行され得る。ソースデバイスおよび宛先デバ
イスは、宛先デバイスへ送信するためのコーディングされたビデオデータをソースデバイ
スが生成するような、コーディングデバイスの例にすぎない。いくつかの例では、ソース
デバイスおよび宛先デバイスは、デバイスの各々がビデオ符号化および復号コンポーネン
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トを含むように、実質的に対称的な方式で動作し得る。よって、例示的なシステムは、た
とえば、ビデオストリーミング、ビデオ再生、ビデオブロードキャスティング、および/
またはビデオ電話のために、ビデオデバイス間の一方向または双方向のビデオ送信をサポ
ートし得る。
【０１９７】
　ビデオソースは、ビデオカメラ、以前にキャプチャされたビデオを含むビデオアーカイ
ブ、および/または、ビデオコンテンツプロバイダからビデオを受信するためのビデオフ
ィードインターフェースのような、ビデオキャプチャデバイスを含み得る。さらなる代替
形態として、ビデオソースは、ソースビデオ、または、ライブビデオ、アーカイブされた
ビデオ、およびコンピュータにより生成されたビデオの組合せとして、コンピュータグラ
フィックスベースのデータを生成することができる。いくつかの場合、ビデオソースがビ
デオカメラである場合、ソースデバイスおよび宛先デバイスは、いわゆるカメラ電話また
はビデオ電話を形成し得る。上で言及されたように、しかしながら、本開示で説明される
技法は、ビデオコーディング全般に適用可能であってよく、ワイヤレスおよび/または有
線の適用例に適用され得る。各々の場合において、キャプチャされたビデオ、事前にキャ
プチャされたビデオ、またはコンピュータにより生成されたビデオは、ビデオエンコーダ
によって符号化され得る。符号化されたビデオ情報は次いで、コンピュータ可読媒体へと
出力インターフェースによって出力され得る。
【０１９８】
　述べられたように、コンピュータ可読媒体は、ワイヤレスブロードキャスト送信もしく
は有線ネットワーク送信のような一時的媒体、または、ハードディスク、フラッシュドラ
イブ、コンパクトディスク、デジタルビデオディスク、ブルーレイディスク、もしくは他
のコンピュータ可読媒体のような、記憶媒体(すなわち、非一時的記憶媒体)を含み得る。
いくつかの例では、ネットワークサーバ(図示されず)は、ソースデバイスから符号化され
たビデオデータを受信し、符号化されたビデオデータを、たとえばネットワーク送信を介
して宛先デバイスに提供することができる。同様に、ディスクスタンピング施設のような
、媒体生産施設のコンピューティングデバイスは、ソースデバイスから符号化されたビデ
オデータを受信し、符号化されたビデオデータを含むディスクを生産することができる。
したがって、コンピュータ可読媒体は、様々な例において、様々な形式の1つまたは複数
のコンピュータ可読媒体を含むと理解され得る。
【０１９９】
　宛先デバイスの入力インターフェースは、コンピュータ可読媒体から情報を受信する。
コンピュータ可読媒体の情報は、ブロックの特性および/または処理ならびに他のコーデ
ィングされたユニット、たとえばピクチャグループ(GOP)を記述するシンタックス要素を
含む、ビデオデコーダによっても使用される、ビデオエンコーダによって定義されるシン
タックス情報を含み得る。ディスプレイデバイスは、復号されたビデオデータをユーザに
対して表示し、陰極線管(CRT)、液晶ディスプレイ(LCD)、プラズマディスプレイ、有機発
光ダイオード(OLED)ディスプレイ、または別のタイプのディスプレイデバイスのような、
種々のディスプレイデバイスのいずれかを備え得る。本発明の様々な実施形態が説明され
てきた。
【符号の説明】
【０２００】
　　10　ビデオコーディングシステム
　　11　デバイス
　　12　ソースデバイス
　　13　プロセッサ/コントローラデバイス
　　14　宛先デバイス
　　16　リンク
　　18　ビデオソース
　　20　ビデオエンコーダ
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　　21　ビデオ処理ユニット
　　22　出力インターフェース
　　23　ビデオエンコーダ
　　28　入力インターフェース
　　29　トラッカー
　　30　ビデオデコーダ
　　31　記憶デバイス
　　32　ディスプレイデバイス
　　33　ビデオデコーダ
　　90　リサンプリングユニット
　　92　アップサンプリングユニット
　　94　ダウンサンプリングユニット
　　98　マルチプレクサ
　　99　デマルチプレクサ
　　100　予測処理ユニット
　　102　残差生成ユニット
　　104　変換処理ユニット
　　106　量子化ユニット
　　108　逆量子化ユニット
　　110　逆変換ユニット
　　112　再構築ユニット
　　113　フィルタユニット
　　114　復号ピクチャバッファ
　　116　エントロピー符号化ユニット
　　121　インター予測ユニット
　　122　動き推定ユニット
　　124　動き補償ユニット
　　126　イントラ予測ユニット
　　128　レイヤ間予測ユニット
　　150　エントロピー復号ユニット
　　152　予測処理ユニット
　　154　逆量子化ユニット
　　156　逆変換ユニット
　　158　再構築ユニット
　　159　フィルタユニット
　　160　復号ピクチャバッファ
　　162　動き補償ユニット
　　164　イントラ予測ユニット
　　166　レイヤ間予測ユニット
　　400　方法
　　400'　方法
　　510　レイヤ0
　　511　レイヤ1
　　512　レイヤ2
　　513　レイヤ3
　　514　レイヤ4
　　521　選択肢1
　　522　選択肢2
　　523　選択肢3
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【図１Ａ】 【図１Ｂ】

【図２Ａ】 【図２Ｂ】
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【図３Ａ】 【図３Ｂ】

【図４Ａ】 【図４Ｂ】
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【図５Ａ】 【図５Ｂ】

【図６Ａ】 【図６Ｂ】
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